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目下 、 開 発 に お ける 最大 の 課 


万 全 で は な いと いう こと は 上 が り 代 が ある と も 
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#8S ARTA MUGEN NSX-GT 
Tomoki Nojiri / Toshiki Oyu 
《 ARTA 〉 


予選 :7 番 手 決勝 :3 位 


安全 性 に 対す る 懸念 か ら 開 幕 前 に モノ コッ ク を 交換 し 、 決 勝 スタ 
ー ト 前 の 段階 で 「5 秒 の ペナ ル テ ィ ス トッ プ 」 が 分 か っ て いた 
ARTA NSX。 そ の た め 一 時 は 最後 尾 ま で 順位 を 落と し た も の の 、 
終わ っ て みれ ば 望 外 の 表彰 台 、 3 位 を 獲得 する こと に 成功 し た 。 
そもそも 2 年 連続 し て SUPER FORMULA の 王座 に 就 いた 野尻 知 
紀 と 、 他 メー カー が 引き 抜き を 企てる ほど の 速 さ を 誇る 若手 ・ 大 
湯 都 史 樹 の コン ビ は 、 ス ピー ド だ け な ら 国内 最高 レベ ル 。「 ペ ナ 
ル テ ィ が ある か ら ポ イン ト を 獲れ れ ば 充分 」 と 想定 し て いた 5 号 
車 は 、 開 幕 前 の 予想 を 大 きく 上 回 る 結果 を 残し た こと で 、 自 信 を 
得 た こと は 間違い な い 。 何 より 開幕 戦 を 終え た あと の 「 こ の 体制 
は 、 や っ ぱり 強い 」 と 発し た 野尻 の 言葉 に 重み が ある 。 


オス の 中 


クリ し ナー 近年 まれ に 見 る 大 荒れ の 開幕 戦 に 
1 文 / こ 見 る べき ポイ ント 


ドラ イス ター ト の 後 、 ひょう と 雷雨 に 見 舞 わ れ た SUPER GT 開幕 戦は 
新 時 代 波乱 と いう 表現 で は 足り ず 、 も は や カオ ス の 領域 に 達し て いた 

SMPFR HH| だ か ら こ そ 、 リザ ルト だ け に と ら わ れず に この レー ス を 眺め て みる と 

第 2 戦 以降 の 展開 を 先読み する た め の ヒ ント に な る 

カオ ス の レー ス で 輝い た 主役 は 、 今季 の 主役 に も な り 得る か ら だ 


ML.Hirata 


者 難し い レ ー ス を 彼ら は いっ た い ど う 戦 い 、 な ぜ 制 し た 敗れ た の か ? 
ITLLLWII Text @ 田中 康二 (Koji Tanaka) 
HI 1 M Y | | | 中 Photo @ 平田 勝 (Masaru Hirata) ノ 上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) ノ 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) 
村 翔 (Sho Tamura) 遠藤 樹 弥 (Tatsuya Endo) autosport 


#14 ENEOS X PRIME GR Supra 


Kazuya Oshima / Kenta Yamashita 
《 TGR TEAM ENEOS ROOKIE 》 


予選 :4 番 手 決勝 :4 位 


今季 開幕 前 の 段階 で は ニッ サン Z、 ホ ンダ NSX に 対し て 、 劣 
勢 だ っ た こと が 否め な い ト ヨタ 陣営 。 し か し 、 終 わっ て みれ ば 
決勝 で は トッ プ 10 圏 内 に 4 台 を 送り 込ん で きた 。 そ の トヨ タ 
陣営 内 に あっ て 、 予 選 決 勝 と も に 最上 位 に つけ た の は エネ オ 
ス GR ス ー プ ラ だ 。 
2021 年 は 予選 2 番手 か ら の 優勝 、2022 年 は ポー ルポ ボ ポジション 
か ら 優勝 と エネ オス に は 「 開 幕 戦 ・ 岡 山 3 年 連続 制覇 ] が 期待 
され て いた も の の 、 そ の 望み は か な わな か っ た 。 こ の 結果 に 失 
望 す る の か 、 は た また 第 2 戦 以降 の 巻き 返し 、 そ し て 今季 の タ 
イト ル 争 い に 向 け て 「 ダ メー ジ を 最小 限 に と ど め た 」 と と ら え 
る べき か 。 そ の 答え は 、 次 戦 以降 に 明らか に な る 。 


STamura 
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#23 MOTUL AUTECH Z 


Tsugio Matsuda / Ronnie Quintarelli 
《 NISMO 〉 


予選 :PP 決勝: 優勝 


ウエ ッ ト 路 面 で の ミシュ ラン の パフ ォ ー マ ンス は 、 や は り 圧 倒 的 
だ っ た 。 特 に 路面 の 水量 が 減っ て きた と き の そ れ は 、 他 社 を 凌 紛 。 
昨年 の SUGO 戦 で 同様 の スピ ー ド を 見 せつ けら れ た ライ バル は 、 
この オフ 「 打 倒 、 ミ シュ ラン 」 を 掲げ 、 重 点 的 に ウエ ッ ト タ イヤ 
開発 を 行っ て きた が 、 結 果 を 見 れ ば 「 雨 の ミシュ ラン 」 は 今季 も 
健在 だ っ た 。 ク ル マ と タイ ヤ が 優れ て いた こと は 間違い な い が 、 

し か し 開幕 戦 の 勝利 は それ だ け に よる も の で は な い 。 

MKam 「 あ の 混乱 し た レー ス の な か で も 、23 号 車 の メン バー は 落ち 着 
いて いた 。 特 に 51 周 目 。FCY か ら レ ー ス が 再開 され 、SC が 導入 
され る 直前 に (松田 ) 次 生 が 抜群 の タイ ミン グ で ピッ ト に 入っ て 、 
スリ ッ ク か ら ウ エッ ト に タイ ヤ 交 換 を 行なっ た 。 混乱 し た 状況 で 、 
何もかも が 慌ただしい 状況 の な か で 、 次 生 は 『FCY も 、SC も 出 
て いな いか ら ピ ッ ト に 入れ る 』 と コー ス の 状況 を 無線 で 伝え て き 
て いた 。 一歩 タイ ミン グ を 間違え ば ペナ ル テ ィ を 受け て も 不思議 
で は な いな か で 、 場 数 を 踏ん で きた ベテラン な ら で は の 対応 だ っ 
た 」 (ニッ サン 系 チー ム 松 村 基 宏 総監 督 ) 


Iml 
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#39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 


Yuhi Sekiguchi / Yuichi Nakayama 
《 TGR TEAM SARD 》 


ウエ ッ ト 路 面 の な か 行なわ れ た 土曜 日 午前 の 公式 練習 で 、 開 始 か 
ら 約 30 分 後に 高速 セク ショ ン 「 モ ス S 」 で クラ ッシュ を 喫し た 
デン ソーGR ス ー プ ラ 。 車両 が 縦 に 回 転 す る ほど の アク シ デ ン ト 
だ っ た が 、 ド ライ ブ し て いた 中 山 雄一 に 怪我 が な か っ た の は 幸い 
だ っ た 。 モ ノコ ッ ク や エン ジン と いっ た 主要 部 に こそ 大 き な ダ メ 
ー ジ は な か っ た も の の 、 予 選 に 臨む お こと は か な わな か っ た 。 
土曜 日 か ら 日 曜日 に か け て 30 分 ほど の 仮眠 で 修復 を 終え た メカ 
ニッ ク た ちの 奮闘 は も ちろ ん 、 あ れ だ け の クラ ッシュ か ら 外 板 の 
カラ ー リ ング を 済ま せ て 決勝 の グリ ッ ド に 車両 を 並べ さら れ た こと 
は 奇跡 に 近い 。 実 は 、 カ ッ テ ィ ング シー ト の 貼り 付け 作業 は 、 
GT300 を 戦う LM コル サ を は じ め と する トヨ タ 陣 営 全体 の サポ ー 
ト が あっ た か ら こ そ 完 結 で きた も の だ っ た 。 最 後 尾 グ リッ ド か ら 
決勝 を 戦い 、8 位 入賞 と いう 値 千金 の リザ ルト を 残し た 39 号 車 は 、 
第 2 戦 以降 、 ど の よう な 戦い を 披露 し て くれ る の か 。 


#100 STANLEY NSX-GT 


Naoki Yamamoto / Tadasuke Makino 
《 TEAM KUNIMITSU 》 


予選 :8 番 手 決勝 :12 位 


スタ ー ト 直後 か ら 目覚 まし い ス ピー ド で ニッ サン ニス モメ x ミ シ 
ュ ラ ン の 2 台 を 追い か け 回 し た の は 、STANLEY NSX の 牧野 任 
祐 だ っ た 。 結 果 的 に は 「FCY 中 の ピッ トイ ン 」] に より 60 秒 スト 
ッ プ の ペナ ル テ ィ が 課せ られ 勝負 権 を 失っ た が 、 そ れ さ えな けれ 
ば 表彰 台 、 場 合 よ っ て は 優勝 争い を し て いた 可能 性 も ある 。 

MiHireta ちな み に 、 フ ルコ ー ス イエ ロー (FCY) の 運用 に つい て 今年 は 若 
の 変更 が ある 。FCY 宣 言 は 、 ま ず 計時 モニ ター お よび レー スコ 
ント ロー ル 無 線 、 車 内 の ディ スプ レイ 表示 で 伝達 され 、 そ の 後 、 
FCY 開 始ま で の カウ ント ダウ ン が 始ま る 。 昨 年 は 「FCY 宣 言 が 出 
た 時 点 で 、 全 ポス ト で FCY ボ ー ド が 提示 ] され て いた が 、 今 年 は 
「FCY 宣言 時 は 、 ま ず 全 ポス ト で 黄 旗 振動 。 そ の 10 秒 後 (FCY 開 
始 時 ) に FCY ボ ー ド を 提示 」 に 変更 され て いる 。 


autosport 016 


さ へ 層 へ iz 一 で 旨 〇 OO の 


デマ は の : さ ヾ キー ス 
テマ は の O) : *E 間 
さ へ へ デー で 生 〇 の m ト 
デマ ご は ば の | * ゃ Eo 半 


今季 の SUPER GT で は 、 タ イヤ に 
関す る 規則 が 「 昨 年 か ら 1 セッ ト 減 ] 

に 改め られ た 。 こ れ に より 300km レ 
ー ス の 場合 は 「 持 ち 込 み 5 ら セッ トノ マ 
ー キ ング 5 セッ ト 」| と な っ た が 、 未 勝 
利 タ イヤ メー カー に 対し て は 「1 セ ッ 
多く 持ち 込む |] こと が 許さ れ て いる 。 
第 2 戦 で 言え ば 、 開 幕 戦 で 勝利 し た ミ 
シュ ラン 以外 の ブリ ヂ ス トン 、 ヨ コ ハ 
マ 、 ダ ン ロ ッ プ の 3 社 が 「+ 1 セ ト 」 
の 持ち 込み を 許さ れる と いっ た 

た だ し 、 持 ち 込み は 「+ 1 セッ 間 
が 許さ れ て いて も 、 マ ー キ ング に つい 
て その 優遇 措置 は な い 。 レ ー ス で は 公 
式 練習 か ら 決 勝 ス ター ト ま で で マー キ 
ング タイ ヤ の 使用 が 義務 付け られ て い 
る が 、 第 2 ステ ィ ン ト 以降 に その 縛り 
は な い 。 つ まり 、 持 ち 込み で 「+ 1 セ 
ッ ト 」 が 許さ れ て いる タイ ヤメ ー カ ー 
は 、 第 2 ステ ィ ン ト 以降 で その 思 恵 を 10 番 手 グ リッ ド か ら の スタ ー ト に も か か わら ず 、 レ ー ス 中 盤 以 
享受 で きる こと に な る 。 降 は トッ プ を 快走 し た au スー プラ 。 最終 的 に は 左 フ ロン ト タ イ 

な お 、450km レー ス の 場合 は 「 持 ヤ の 交換 ミス で 戦線 離脱 を 余儀 な くさ れ た が 、 そ れ で も 開幕 戦 で 
ち 込 み 6 セ ッ ト ノ マー キン グ ト 」 披露 し た イン パク ト は 充分 だ っ た 。 今季 は 坪井 翔 宮 田 莉 朋 の ダ 
が 基本 と な る 。 前 号 38 ペー ジー で 掲 ブル エー ス と も 言え る 強力 な 布陣 で 臨む 36 号車 だ が 、 岡 山 で は 
載 し た 今季 の タイ ヤ の 「 持 ち 込み セッ NO グル ルイ 
ト 数 マー キン グセ ッ ト 数 」 に つい て 、 「 坪 井 の 雨 は 、 ハ ン パ な く 速 いで す よ 。 全 日 本 F3 の と きだ っ て 
一 部 誤り が あっ た の で 、 こ こ で あら た め 車 高 、 キ ャ ン バ ー、 ウ イン グ な ど 、 丸 々 ドラ イセ ッ ト の まま な の 

ド し 、 訂 正 さ せ て いた だ きま す 。 に 、 ウ エッ ト 用 タイ ヤ さ え 着 けれ ば トッ プ タ イ ム を 出し て 帰っ て 

き て くれ まし た か ら 。 ち ょ っ と 説明 が 不可 能 な ほど の 速 さ で す 。 
その ぶん エン ジニ ア と し て は 楽 を させ て も らい まし た ( 笑 )」 (37 
号車 山田 淳 監督 ) 
昨年 か ら 続 く 「 雨 と いえ ば ミシュ ラン 」 と いう 図式 を 崩す の は 
も し か する と トム ス ぷ ブリ ヂ ス トン x "坪井 " と いう 組み 合わ せ 
か も し れ な い 。 


#36 au TOM'S GR Supra 
Sho Tsuboi / Ritomo Miyata 
《 TGR TEAM au TOM'S 》 


LC OO 衣 】 9 上 上 


予選 :10 番 手 決勝 :15 位 


017 auto sport 


の すご い 上 圧力 を まき 散ら し な が ら 、 す ぐ 
そこ を 駆け 抜け て いく 」 と いう 感じ だ 。 
は っ きり 言っ て 、 前 時 代 的 だ と 思っ た 。 
今や 街 ゆ く ク ルレ ル マ は エン ジン 音 が ほとん 
ど せ ず 、 聞 こえ て くる の は ロー ド ノ イ ズ 
ば か り で ある 。 清 く 正 し く 進 化し た も の 
だ な あ 、 と 思う 。 その 一 方 、GT マ シン は 、 
戦艦 大 和 の 主砲 発射 音 も か く や と いう ほ 
どの 爆裂 音 を 轟かせ て いる の だ 。 

「 い い ぞ いい ぞ 」 と オレ は 思っ た 。 世 の 
中 、 静 粛 で クリ ー ン で 穏やか で お と な し 
く な りす ぎ て いる 。 そ りゃ も ちろ ん 「 洗 
練 ] と いう こと で 、 よ り 多 くに 幸福 を も 
た ら す 正しい 方 向 な の だ ろう と は 思う 。 
だ が 、 人 間 そ ん な に 簡単 な 生き 物 じ ゃ な 
い 。 強烈 な も の 、 破 壊 的 な も の 、 凄 まじ 
いも の に 心 惹 か れ て し まう の も また 、 人 
間 性 の 一 面 で ある 。 

いみ じ く も 今回 の スー パーGT 開 幕 戦 
で は 、 航 空自 衛 隊 の 戦闘 機 ・F-15 の ウ 
ェ ル カム フラ イト が 行なわ れ た 。 こ れ が 
また オレ の 大 好物 な の だ が 、 何 し ろ 音 が 
スゴ イ 。 ス ー パ ーGT の ウェ ルカ ム フ ラ 
イト は 非常 に 控え め な も の だ っ た が 、 自 
衛 隊 の 航空 祭 な ど で 戦 闘 機 の ガチ の 機動 
飛行 を 見 る と 、 上 空 の 豆粒 みた いな 航空 
機 が と ん で も な い 暮 音 を 響かせ る 様子 に 、 
「 う お ! 」 と 胸 が 熱く な る 。 

こう いう あり きた りな こと は 言い た く 
な い が 、 や は り 非 日 常 の お 楽し み を 感じ 
させ て くれ る お 祭り 的 イベ ント は 、 人 生 
に 必要 な も の な の だ と 思う 。 

抑圧 され 、 抑 制 さ れ 、 我 慢 し な が ら 日 
々 を 過ごし て いら れる の は 、GT マ シン 
や 戦闘 機 の よう な 激 爆 音 に 触れ る 瞬間 が 
ある か ら だ ろう 。 そ うい えば ライ ブ だ っ 
て 爆音 だ 。 し ん みり と 小 音量 で 行なわ れ 
る ライ ブ な ど 、 聞 いた こと が な い 。 
幼稚 園 バ ス も 、 人 生 に は 必要 だ 。 静 か 
で 、 穏 や か で 、 優 し く 、 か わい い 世 界 。 
だ が 、 そ れ だ け じ ゃ 物足りな い 。GT マ 
シン の よう に 、 猛 々 し く 、 騒 が し く 、 ス 
パル タン な 世界 も 、( 時 に は ) あっ た ほ 
うがい い 。 

すっ げ ぇ ! 

と 、 オ レ は 2 度 叫ん だ わけ だ が 、 1 度 
目 は 耳 を つん ざく 爆音 に か き 消 され 、 2 


Text @ 高橋 剛 (Go Takahashi) Photo @ 田村 翔 (Sho Tamura) 


度目 は と ん で も な い コ ー ナ リン グ ス ピ ー 
ド に 置い て こけ ぼり を 食らっ た 。 マ イク ナ 
イト コー ナー へ の 進入 スピ ー ド が 、 あ ま 
り に も 速 す ず ぎ た の で ある 。 

今 ま で レー ス 取 材 と いえ ば バイ ク が 主 
だ っ た オレ の 目 か ら す る と 、GT マ シン 
の コー ナリ ング スピ ー ド は 異常 事態 で あ 
る 。 ウ エッ トコ ン デ ィ シ ョ ン だ か ら ブ プレ 
ー キ を か け な が ら の 進入 だ っ た が 、 そ れ 
に し て も お か し い 。 尋 常 で は な い ス ピー 
ド で 、 コ ー ナ ー に 突っ 込ん で いく 。 

これ も う レ ー シ ン グ カ ー ト じゃ ん …… 

いわ ゆる ハコ 車 に あり が ちな モッ サリ 
と し た 挙動 は まっ た く 見 られ な い 。 オ レ 
が 学生 時 代 に ちょ こっ と や っ て いた レー 
シン グ カ ー ト の 動き で ある 。 ハ コ 車 と い 


F つ / )w 
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タイ ヤ が 4 つ あ る 上 に ダウ ン フ ォ ー ス で 押さ えつ ける 


こと で 異常 な コー ナリ ング スピ ー ド を 実現 し て いる 。 
ー ド ウェ イ を 走り 、 メ イン スト レー ト の 
真ん中 より ずっ と 手前 で 300km/h を 出し 
に こと が ある 。 運動 性 能 を 磨き 上 げた ス 
ー パ ー ス ポー ツ と 呼ば れる カテ ゴリ ー の 
バイ ク だ っ た か ら 、300km/h も 特に どう 
っ て こと は な か っ た 。 


カミ さん た は [な 号車 ] と 聞く と 反射 的 に 
幼稚 園 バ ズ を 思い 起こ とこ す よ うな の だ 


う よ り 、 フ ォ ー ミ ュ ラ マシ ン の よう だ 。 

どの GT マシ ン も 、 す ん げ え スピ ー ド 
を 維持 し た まま コー ナー に 突撃 する 。「 あ 
っ 、 そ れ 無 理 | と 、 ス ウッ と 身 が すく む 。 
バイ ク も 乗る し 、 ク ル マ も 好き な オレ の 
身 に 染み つい て いる 「 コ ー ナ ー に は これ 
ぐら い の ス ピー ド で 進入 する も の | と い 
う 常 識 が や す や す と ブッ 壊さ れ て 気持 ち 
いい 。 ト ッ プ カテ ゴリ ー た る も の 、 こ れ 
ぐら い 圧 倒 的 で な けれ ば 困る 。 

何事 も な く 駆 け 抜け て いく マシ ン も あ 
れ ば 、 馬 動 を 乱す マシ ン も ある 。 タ イム 
を 出し て いる の は 、 言 うま で も な く ス ム 
ー ズ な マシ ン の ほう だ が 、 見 て いて スリ 
リン グ な の は 挙動 を 乱す マシ ン だ 。 

ツ ッ と アン ダー ステ ア が 出 た り 、 シ ュ 
ッ と リヤ が 流れ た りす る と 、「 む お っ ] 
と 思わ ず 声 が 出る 。 挙 動 の 出 方 も 凄まじ 
い 速 さだ 。 あ れ を 立て 直せ て いる と いう 
こと は 、 常 に 予測 し て 備え て いる と いう 
こと 。 高 速度 の 中 で の 出来 事 は 、 起 き て 
か ら で は 到底 対処 で き な い か ら だ 。 

人 間 す げ ぇ な …… o 

速い スピ ー ド を 出す だ け な ら 、 誰 で も 
で きる 。 オ レ で さえ 、 バ イク で 富士 スピ 


だ が 、 そ れ を コン トロ ー ル 下 に 置い て 

いる か と 言わ れ た ら 、 話 は まっ た く 別 だ 。 
何 か 起き た ら オ レ は まっ た く 対 処 で きず 、 
瞬時 に フッ 飛ん で それ っ きり だ ろう 。 だ 
か ら ス ピー ド を 出せ る の は 何 も 起 きそう 
に な い ス トレ ー ト だ け な の だ 。 
雨 の 中 、 と りあ え ず すげ え ス ピー ド で 
コー ナー に 突っ 込み 、 ア ンダ ー ス テア や 
オー バー ステ ア が 発生 し て も それ を 見 事 
に コン トロ ー ル し て いる GT ドライバ ー 
た ちの 姿 は 、 車 内 に あっ て 外 か ら は うか 
が い 知 る こと が で き な い 。 

だ が 、 へ っ ぽこ の オレ で も 、 彼 ら が ど 
ん な に 素晴らし い 操縦 を し て いる か が 分 
か る 。 航空 祭 で 戦闘 機 の 機動 飛行 や ブル 
ー イ ン パ ルス の 展示 飛行 を 眺め て いる と 、 
それ だ け で 「 人 間 す げ え …… 」 と 涙 が 出 
て くる オレ で ある が 、 ス ー パ ーGT に お 
いて も まっ た く 同 じ 感 情 に 突き 動か され 
た 。 爆音 を 吐き 出す 猛 ス ピー ド の モン ス 
ター を 造る の も すげ え し 、 そ れ を コン ト 
ロー ル し て いる の も すげ え 。 

妻 よ 、 倫 鑑 号 車 と 呼ば れ て いる GT マ 
シン だ が 、 幼 稚 園 バス と は 格 が 違う の だ 。 
あ 、 い や 、 ど っ ち も 必 要 だ けど …… 
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1992 年 、 編集 補助 アル バイ ト と し て レー シン グ オ ン 編 集 部 に 潜入 


し 、1 年 半 を 過ごし た 後 、 紀 余 曲折 を 経て 2000 年 より フリ ー ラ イ 
ター エディ ター と し て 活動 。14 一 16 年 に は 「 ゲ ッ カ ンタ カ ハ シ 
ゴー」 と 称す る 二輪 ムッ ク を 刊行 し 、 ご く 一 部 で 話題 と な っ た 。 


[ 2 輪 ジ ャ ー ナ リス ト の 目 に 映っ た 2023 ス ー パ ーGT ] 


号車 問題 


へ 、 年 、 ス ー パ ーGT ビデ オオ ン ラ イ 
~ プ ン の 「 フ ォ ー メ ーション ラッ プ ]」 
を 制作 する こと に な っ た 。 長 男 が 監督 ・ 
最 影 ・ 編 集 を ワン オペ で こなし 、 オ レ は 
カバ ン 持 ちや 雑務 を こなし て 彼 を 支え る 
お 手伝い さん 、 と いう 役回り で ある 。 
長男 は 同居 し て いる の で 、 家 で スー パ 
ーGT に つい て 熱く 語る 機会 が 増え た 。 
ふた り で 「 久 信号 車 が ]」「 い や 画 較 号車 が 」 
な ど と 話し て いた ら 、 カ ミ さ ん に 「 フ フ 
フッ | と 笑わ れ た 。 

カミ さん は 元 幼 稚 園 の 先生 な の で 、「 人 人 
人 4 号車 | と 聞く と 反射 的 に 幼稚 園 バ ス を 
思い 起こ す よ うな の だ 。 

それ 以来 、 ス ー パ ーGT の 「 ナ ニナ ニ 
号車 ] と いう 呼び 方 を 聞く と 、 な ん だ か 
微笑 まし い 感 じ び が し て し まっ て いる 。 
スー パーGT は も ちろ ん ハイ レベ ル で 
争わ れ て いる 緊 過 の モー ター スポ ー ツ な 


の だ が 、 カ ミ さ ん 的 に は 全速 力 で サー キ 
ッ ト を 激走 する 幼稚 園 バ ス 。 そ う イ メー 
ジ す る と 、 な ん だ か か わい い 。 

だ が 、 開 幕 戦 ・ 岡 山国 際 サ ー キ ッ ト で 
観 た 生 の スー パーGT カ ー は 、 か わい い 
な ん て シロ モノ で は な か っ た 。 幼稚 園 バ 
ス が 束 に な っ て か か っ て も 敵 わ な い 、 狂 
猛 な 化け 物 で ある 。 

何しろ 岡山 国際 サー キッ ト は 、 た だ 歩 
いて いる だ け で も コー ス の すぐ 脇 っ ちょ 
で GT マシ ン の 走行 を 眺め られ る か ら 、 
も は や ライ オン の 棋 に 手 を 触れ て いる よ 
うな も の 。 と ん で も な い 人 迫力 な の で ある 。 

有 冨 統括 編集 長 に 連れ られ た オレ は 、 
雨 の 中 、 ホ ッ プ スコ ー ナ ー か ら マ イク ナ 
イト コー ナー に か け て の 人 金網 越し に 、 
GT マシ ン の 爆走 を 眺め た 。 
すっ げ ぇ ! 
すっ げ ぇ ー ! 


「SUPER GT VIDEO ONLINE」 (https://www. 
supergtvideo.online/) の コン テン ツ と し て 
スタ ー ト し た 「SUPER GT CINEMATIC 
『FORMATION LAP』」 は 映画 的 技法 を 使用 し 
た ドキ ュ メ ンタ リー 短編 。「Episode 1| の 主 
役 は マレ リ イン パル Z 平 峰 一 貴 。 


錠 猛 な 化け 物 ど も が 大 挙 し て 押し 寄せ 
る 様 に 、 思 わ ず 2 度 、 そ う 叫 ん だ 。 し か 
し その 声 は 、 す ぐ 隣 に いる 有 司 統括 編集 
長 に すら 届か な か っ た だ ろう 。 エ ンジ ン 
の 強烈 大 爆音 に か き 消 され て し まう の だ 。 

パドック を 離れ て ホッ プス コー ナー に 
向かう 途中 、 有 冨 統括 編集 長 は 「 や ば 。 
耳 栓 忘れ ちゃ っ た 」 と 言っ て いた の だ が 、 
オレ は 内 心 、「 な に そん な 大 げ さ な こと 
言っ ちゃ っ て ん の 」 と 鼻 で 笑っ て いた の 
だ が 、 1 台 通 り 過 ぎ た 後 に は 「 み 、 耳 栓 、 
耳 栓 必要 ! 」 と マジ で 思っ た 。 

一 般 的 に 「 大 音量 ] と し て 認識 する 領 
域 を 、 は る か に 超え て いる 。 も は や 音 の 
概念 に すら 収まら な い 強 大 な エネ ルギー 
が 、 鼓 膜 を 直撃 する の で ある 。 

「 う る さい |」 な ん て いう レベ ル じ ゃ な い 。 
痛い 。 カ ユ い 。 怖い 。 
そう 、「 な に や ら 恐 ろ し い 物 体 が 、 も 
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Text @ 吉田 知弘 (Tomohiro Yoshita) 


Photo @ 吉見 幸夫 (Yukio Yoshimi) 上 尾 雅 英 (Masahide Kamio) 小林 勝彦 
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) ス タン レー は ドラ イ 路 面 で は 躍動 も 、 ピ ッ ト イ ンタ イ 


ング を 巡る ペナ ル テ ィ 裁 定 で 勝負 権 を 逸失 。 


(上 ) 1 号車 マレ リ は 一 時 ほぼ 最後 尾 ま で 落ち る も 、 
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IJG ぶ て /7 へ へ 只 Q 下 や 了 公 違 ユ つ " 
ネト INhS 人 KK ロー モモ ペー 本 ト セ とく 
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就 公 貞 展 Yo で 刀 色 記 皿 思 り 胡 終 愉 半 
公 二 や で” ペー ド 甘 畠 く き で " ロー 
KG 選 ソ し 換 功 公 時 衣 YO で 尋 SS し 
It 中 SQ お G 革 田 交 中 じ "下る や の の 〇 下 
雷 じ 四 想 ひで ko” か し ロ 陸 咽 せ 要 つ 
じ SS ふ K つ 私 ふ ぶ マ し 6 所 に せ 斉 つ 
っ 守 JS で し っ 刀 7 US 玖 束 "や 
ーー へ 到 ポ ー ト へ S で 妃 り 皿 間 
けり 7” 軸 翼 名 | 折り トマ で へ に SS で 
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回 
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( 左 ) 岡山 を 得意 と する ENEOS。 最 終盤 の ピッ トイ ン で 
3 位 の 座 を 失っ た が 、 コ ー ス で は あら ゆる コン ディ ショ 
ン 下 で 安定 し た タイ ム を 刻ん た 。( 上 ) 左 フロ ント タイ ヤ 
の 装着 トラ ブル 。 au は トッ プ 走 行か ら 、 失意 の 戦線 離脱 に 。 


YYoshimi 


SUPER GT 2023 第 1 戦 岡山 GT500 決勝 リザ ルト 2023 年 4 月 16 日 曇り 一 雨 プ ドラ イー ウエ ッ ト 

1 2 MOTUL AUTECH Z 松田 次 生 プ ロニ ー・ ク イン タレ ッ リ MI 61 20!712 2:44'47"342 1 

2 1 Niterra MOTUL Z 千代 勝正 高 星 明 誠 MI 61 1'20"578 1'496 タ 

) 8 ARTA MUGEN NSX-GT 野尻 割 紀 大 湯 都 史 樹 BS 61 1'20"557 4"788 4 

4 14 ENEOS X PRIME GR Supra 大 嶋 和 也 山下 健太 BS 61 1'20"295 7"077 4 

g 38 ZENT CERUMO GR Supra 立川 裕 路 石浦 宏明 BS 61 1'21'030 14"372 14 

6 1 MARELLI IMPUL Z 平 峰 一 貴 プ ベルトラン ・ バ ゲッ ト BS 61 1'20"738 18'942 12 

7 Astemo NSX-GT 塚越 広大 松下 信治 BS 61 1'21'036 22"578 13 

8 39 DENSO KOBELCO SARD GR Supra 関口 雄飛 中山 雄一 BS 61 1'21'852 24"977 15 

9 19 WedsSport ADVAN GR Supra 国 本 雄 資 / 阪 口 晴 南 YH 61 1'20"'603 28'023 回 

10 64 Modulo NSX-GT 伊沢 拓也 太田 格 之 進 DL 61 120"682 35"881 3 

11 16 ARTA MUGEN NSX-GT 福住 仁 嶺 / 大 津 弘樹 BS 61 1'20"931 1'51"614 9 

12 100 STANLEY NSX-GT 山本 尚 貴 / 牧 野 任 祐 BS 60 119"736 1 Lap 8 

13 37 Deloitte TOM'S GR Supra 笹原 右京 デジ ュ リ アー ノ ・ ア レジ BS 60 120"868 1 Lap 6 

14 24 リア ライ ズ コ ー ポ レー ショ ン ADVAN Z 佐々 木 大 樹 / 平 手 晃平 YH 59 1'21"116 2 Laps 11 

15 36 au TOM 'S GR Supra 坪井 翔 / 宮 田 痢 朋 BS 56 1'20"558 5 Laps 10 
タイ ヤ :BS 一 ブリ ヂ ス トン DL 一 ダ ン ロ ッ プ MI 一 ミシュ ラン YH= ニ ヨコ ハマ 岡山 国際 サー キッ ト :3.703m 
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人 開始 :13:35'19 終了 :16:24'27 の 
@FCY:1. 13:57'47(16laps) - 13:58'51(17laps) 2. 14:57'20(48laps) - 15:04'57(51Iaps) IOr DEGIM 5 い KEF| | 
信 SC:1. 15:58'51(17laps) - 14:15'34(22laps) 2. 15:58'51(17laps) - 14:15'34(22laps) ーー 形 2 
@Hed Flag : 1.15:15'28(55laps) - 15:35'00 2. 15:56'17(61laps) - 16:24'59( 赤 旗 提 示 を も っ て 終了 ) 
ファ ステ スト ラッ プ : 1'19"736 No.100 STANLEY NSX-GT ノ 牧野 任 裕 7 人 主 7 油 、 
No.8 ペナ ル テ ィ ス トッ プ 5 秒 (SpR.22-3. シ ャ シー 交換 ) 6 ニル ン リ 「 ECR 
No.37 笹原 右京 ペナ ル テ ィ ス トッ プ 60 秒 (SpR. 付 則 -4.4.FCY 中 の ビッ トイ ン ) ee 。 - な マ っ きど 2 
No.100 牧野 任 袖 ベ ナ ル ティス トップ 60 秒 (SpR. 付 則 -4.4.FCY 中 の ピッ トイ ン ) に が 入 、 < @ こ 
No.24 平手 晃平 ドラ イブ スル ー ペ ナル ティ (SpR.27-4.「 ア ン セ ー フ リリ ー ス 」 ペ ナル ティ 未 消化 に より 決勝 結果 に 40 秒 加算 ) 【、2 6 < と に 
No.36 ドラ イブ スル ー ペ ナル ティ (SpR.27-4.「 ア ン セ ー フ リリ ー ス 」 ペ ナル ティ 未 消化 に より 決勝 結果 に 40 秒 加算 ) Pe 公 2 欠 た 
No.16 福住 仁 枚 決勝 結果 に 100 秒 加算 (特別 規則 第 16 条 「 赤 旗 ラ イン の 無視 ]) 1 1 に ee ンス も ーー 


モノ コッ ク を 交換 し ペナ ル テ ィ が 決ま っ て い 
た ARTA の 8 号車 に と っ て は 、 恵 み の 荒天 に 。 
ドラ イ バ ー ふ た り も 「 ミ ラク ル 」 と 表現 。 


SC 導入 直前 に ビッ ト に 滑り 込ん だ 23 号 車 
の ち に 、 この 決断 が 明暗 を 分 ける 
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0 5 寺 の の る 立 に 出さ れる 赤旗 。 認 ZNZ ル 戦 に 強い チー お が 
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で T ン っ 21 的 目 婁 手 ま 早 っ 月 に ま イ 
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oe 圭 コロ 下 配 理 * で 翼 必 童 ペ ー 人 KA へ jp ト か NSK・ ト トミ さ ト 
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@ 忠 雌 K 民 思 NNG 穫 公 る 情 苦 思 
せ 有 著 K 明 ロ % さ " 隊 Jp 提 KG より 彼 
し wo 衝 ロ 此 に " 〇 コ せ 所 一下 公 m 表 の 
四 中 し 咽 環 更 蘭 選 か JJ” の 〇 Q 男 打 SK 


に ト | ト く へ SI トー ゼ ” る CO 選 性 四 @ む H て 
は MI TAI ト TATAPK ト KANAOIES で 7 
O 公 選 唄 ・ 友 固 唄 人 Jp ら 晶 シン ドー ミー 
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て Ge 

あ CN 8 

ご ドー て ポロ へ "WU ご 宗二 申 つ 誠 さ 財 せ 』 Ke 刷 甘 つ 設 床 じ 朴 や 再生 で お の 三 
ョ m ミ トーK じ mm ミホ ー コ KN 計る ミホ トー Ki ト ヾ " 釘 尽 IN ト さ NK 
き 1 ト ヾ G 療 塞 湊 隊 CSSG 氏 篤 き は お G 業 昌和 押 棋 記 ロ くだ レ っ 公選 
トー 第 基 骨 還 朝 細 公 べ 細 W0GO 揚 会 ロロ 0 で SRI トロ ユー ふ G 挫 で 4 れろ っ し で さ で 
〇 で や "時 G ロ ミホ AN へ や 言 こさ せ 。 WGP ふさ ざ コ つ し "と で へ Gm 三 三 由 
NN ーー RS AKG ー ペ ーK モ ー ム 喘 細 *ON6 雪 USRE 
つじ 着陸 せ G さ ーK 肢 yeN さ ま 3 針 且つ 

CO う ー ヽ ・K て へ IN トー6 祥 < HK< く K oG 医 ゴ 穫 IKK て 交 引 し " き 臣 
c の 

ei| 

eo 

ei| 


の ヒ じ しぶ 引 窟 公 泡 隙 J-R で Ke マキ 本 | / 

GSh い ド ポ ー ズ ト TN 惨 了 ロ SG 選 公 7 上 。。 ふ へ 妃 民 へ 也 

王 G 品 血 せ SW 絆 まく 

直入 167 ツ ト J ヨ 現 ロ て 鮮 に へ AS 
0 ESS 性 思 店 で 坪 。 

6 う ^ 4 ふ ぶ ー" SG 氏 せ 葉 う っ 引 ン 由 玖 巡 

TORRENT じ 晶 GS 反 て へ つ 

Text @ 志田 昧 遍 (Tomohiro Yoshita) 由 ら ・ の へい 生 舞 唱 所 Keo 晶 人 遇 間 回 財 由 4 人 の 
Photo @ 三共 問 和 (Katsuhiko Kobayash)) ヽ 若葉 過 士 (Takashi 0gasawara) KK や ふ 了 屋 SGK っ 
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1 0 
副 り JC 店 踊 ト N ユ ーTNNNI ト TK 


ロ Y 了 り て で S 民 記 も 8 の 

思 A AN 玖 右記 ふ コ 汗 Gt い SpG 宙 お 307 NGS 公 し 

IN 導 いや MCwOG や も 1) Q 
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SS KS 導き 昌 叶 東電 喧 じ WW 刀 6 ぜ 1J ン 貴 公 

2 の 月 選 (6 ーー 

ぐる ぎふ で らん 到 和 弁 噌 ] ュ リ “ 閉 司 し 明 KeK て へ Ah > 来 

了 の | 0 度 : 。a 

か まさ 部 し jp" 尽 S じ GK 一 ミー の 人 
5 p 忌 視 O 王 加代 0 

中 人 P 生 2e っ 本 選 球 豚 tG 

K 医 本 介さ 色 人 1 1 6 

@ 紀 思 大 里 人 色 e ポ 画 へ ZiNvTA1 ト Am も 理 HO 和 や 氷 

RE まあ の に 

ヾ ぐ 。 ト US 来れ 2 に 9 倒 7 ーー つ ン 肛 

か SN へ 環 得 字 区 トロ 部 ふ ーK 民 RS KN ba 

と 避 1 りつ や キ 党 て 所 孝 龍 り ? 絶 回 公 直 っ し っ ten マー 


oi 


や ーー 
ーー 


POSITION 


KK 政 ン 臣 回 つじ っ jpGG7^ 了 咽 公 富 
マン S OOJNJN ウ マー ド KR 公記 0 レ つ Hen" 
NNJ ウ 愉 人 ケ KK ルレ て ミ 尽 季 77 ふ そ 且 の 
(③ さ 叫 局 ) 恨 親 つ 系 人 AAXK か へ " 
NNJS ぐ 据 で 公 環 で NG" や 日生 て 
志和 癌 信じ リト イロ r<KeJp 選民 公 で 
昌 ぶ 司 居 全 和 トー ペー へ ヘ 半 べつ し 
WW し っ や 豆 人 SS 公 代 全う ムー トーレ 
Oh” Nm つつ GS 時 公武 じ し G ふ で マコ 
HK 公 特 Wo′ 想 マ 相 導 4 賠 革 く 選 弄 
つじ っ CN で し ゃ p 避 さ 細 ン 掲 * 
8 臣 和 比 W じ 根 交 " 喘 突 品 せ o 対 
し ドー 駅? 
「 素 貢 め ふさ て 人 ーー 吐 草 で 刀 ” 層 
調 GIN で TAi ト で A 還 へ 虹 下っ 血 つ 
し 掲 豆 で 3J” 陸 公 加悦 し 公 で せ 
択 つ "せり ヘー に KK 私 和 か 並 G 
嘆 明 じ し - ぶ で HK つつ 宙 07 
XRIAN 刀 公団 回 骨 舞 べつ っ 出 帳 
つ レン で 玉 "トト J6 ホ ー さ 6 | 中 つじ 
絡 *NQNJ-JS 細 さ ロ 本 で じ っ tG] 
で 生 公 コ 癌 @ 束 し "に Kー く ミー の ヒビ 6 
さり J け 8 で 刺 拉 NSK へ AI トー ゼ /^ 
有 「 悪 宗 GyllHN ト SN よそ トー 公 釣 毅 つ 
すす oy じ " 近 つ 4m い っ (CK で させ に 衣 7 
3 3 y / 王 じ ぶ ヾ ヤキ 6 近 車 jpSN0” マヤ 公 
2 AihYAmAD4 ロ 0 し っ ぃ SKIS も 7 h 
y ココ IN で mo 設 半 塵 穫 は RSNG つ " 
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2023 SUPER GT Rouma 1 0KAYAMA 
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SUPER GT 2023 第 1 戦 岡山 GT300 決勝 リザ ルト 2023 年 4 月 16 日 時 り 一 雨 プ ド ライ ンー ウエット 
PoSs. No. Car Driver Tire Laps Best time Diff. Grid 
1 18 UPGARAGE NSX GT3 小林 崇 志 プ 小 出 央 YH 59 1'28"'623 2:45'26"030 18 
2 65 LEON PYRAMID AMG 蒲生 尚 弥 / 篠 原 拓朗 BS 59 1'26"874 3"592 1 
⑧ 244 HACHIICHI GR Supra GT 佐藤 公 哉 三 宅 淳 詞 YH 59 1'27"985 15"613 12 
4 27 Yogibo NSX GT3 岩澤 優 吾 伊東 般 明 YH 59 1'27"843 17"778 9 
5 52 埼玉 トヨ ペッ ト GB GR Supra GT 吉田 広樹 川合 孝 汰 BS 59 1'27"749 23"343 10 
6 M Studie BMW M4 荒 聖 治 プ ブル ー ノ ・ ス ペン グラ MI 59 1'27"241 26"255 3 
7 87 Bamboo Airways ラン ボル ギー ニ GT3 松浦 地 亮 ノ 坂 口 夏 月 YH 59 1'28'915 28"621 24 
8 60 Syntium LMcorsa GR Supra GT 吉本 大 樹 / 河 野 駿 佑 DL 59 1'28"738 34"888 19 
9 4 グッ ドス マイ ル 初音 ミク AMG 谷口 信輝 片岡 表 也 YH 59 1'27"525 36"143 
10 56 リア ライ ズ 日 産 メ カニ ッ ク チ ャ レン ジ GT-R ジョ アオ ・ パ オロ ・ デ ・ オ リ ベ イ ラノ 名 取 鉄平 YH 59 1'27"689 40'750 8 
11 10 PONOS GAINER GT-R 安田 挫 信 大 草 り き DL 59 1'28"777 1'01"884 9 
12 50 ANEST IWATA Hacing RC F GT3 イゴール ・ オ オム ラ ・ フ ラガ 古谷 悠 河 YH 58 1'27'"661 1 Lap 7 
{ 30 apr GR86 GT 織 戸 学 ン 上村 優 太 YH 58 1'28"960 1Lap 23 
14 96 K-tunes RC F GT3 新 田 守 男 高木 真一 DL 58 1'27"772 1 Lap 14 
15 5 マッ ハ 車 検 エア バス ター MC86 マッ ハ 号 冨 林 勇 佑 / 松 井 地代 YH 58 1'29"255 1 Lap 27 
16 31 apr LC500h GT 上 峨 宏紀 小高 一 半 BS 58 1'27"871 1 Lap 6 
17 25 HOPPY Schatz GR Supra GT 菅 波 冬 悟 / 野 中 誠 太 YH 58 1'29"042 1 Lap 21 
18 2 muta Racing GR86 GT 堤 優 威 / 平 良 響 BS 57 1'27"208 2 Laps 2 
19 48 植毛 ケー ズ フ ロン ティ ア GT-R 井田 太陽 田中 優 YH 7 1'29"520 2 Laps 26 
20 22 アー ルキ ュー ズ AMG GT3 和田 久城 内 政樹 YH 57 1'29"753 2 Laps 25 
| 6 DOBOT Audi R8 LMS 片山 義 章 プ ロベルト ・ メ リ ・ ム ンタ ン YH 56 1'27"662 3 Laps 20 
22 61 SUBARU BRZ R&D SPORT 口 卓 人 山内 英輝 DL 51 1'28"864 8 Laps 22 
23 9 PACIFIC ぶ い す ぽ っ NAC AMG 阪口 良平 プリ アン ・ ジ ャ トン YH 47 1'27"829 12 Laps 人 M 
24 88 JLOC ラン ボル ギー ニ GT3 小暮 卓史 ノ 元 嶋 佑 弥 YH 47 1'27'487 12 Laps 4 
20 シェ イド レー シン グ GR86 GT 平 中 克幸 清水 英志 郎 DL 35 1'28"037 24 Laps 15 
11 GAINER TANAX GT-R 富田 竜一 郎 石 川 京 侍 DL 14 1'28"590 45 Laps 13 
360 RUNUP RIVAUX GT-R 青木 地 行 / 田 中 篤 YH 14 1'28"506 45 Laps 16 


タイ ヤ :BS 王 ブリ ヂ ス トン DL ダンロップ MI 一 ミシュ ラン YH= ニ ヨコハマ 


レー ス 後 、 自 ら を 「 も っ て 
る ! 」 と 表現 。 デ ビュ ー レ 
ー ス で 勝つ チャ ンス は 一 度 
きり 。 年 々 レベ ル が 上 が る 
GT300 ク ラス に お いて 、 小 
出 は 見 事 こ れ を 成し遂げ た 。 


No.61 [ 
No.2 罰金 100.000 円 (SpR.25-6「 走 行 


信 開 始 :13:35'19 終了 :16:24'27 倫 FCY:1.13:57'47(16laps) - 13:58'51(17laps) 
SC:1.15:58'51(17laps) - 14:15'34(22Iaps) 
人 @Hed Flag : 1.15:15'28(55laps) - 15:35'00 2. 15:56'17(61laps) - 16:24'59( 赤 旗 提示 を も っ て 終了 ) 
ファ ステ スト ラッ プ : 1'26"874 No.65 LEON PYRAMID AMG/ 篠 原 拓朗 
No.4 片岡 龍也 ドラ イブ スル ー ペ ナル ティ (SpR.13-1「 危 険 な ドラ イブ 行為 」) 
No.6 片山 義 章 ペナ ル テ ィ ス トッ プ 60 秒 (SpR 付則 3-16「SCd 
内 英輝 ペナ ル テ ィ ス トッ プ 60 秒 (SpR. 付 則 -4.4.FCY 
の タイ ヤ 外 れ ]) 


2. 15:58'51(17laps) - 1 4:15'34(22laps) 


人 @ 黒 白旗 提示 :No.7 


No.11 罰金 100.000 


岡山 国際 サー キッ ト :3.703m 


2. 14:57'20(48laps) - 15:04'57(51laps) 


(SpR.25-6「 走 行 


h の タイ ヤ 外 れ ]) 


H の ピッ トイ ン ] ) ペナ ル テ ィ 未 消化 に より 決勝 結果 に 60 秒 +40 秒 加算 
H の ピッ トイ ン ) ペナ ル テ ィ 未 消化 に より 決勝 結果 に 60 秒 +40 秒 加算 
No.360 (SpR.27-4.「 ア ン セ ー フ リリ ー ス 」 決勝 結果 に 40 秒 加算 ) 
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問 下 ht@ つ 公 きっ G や 人 色 。 っ 役 で 喝 
っ し 臨地 て 罰 公職 0 し っ ぃ G" 
配 訟 せ 2JIJ) 公 て 罰 GIN で て くさっ)S 
seteS” 提 寺 jpNG 喘 福 忠 己 装 6 
8G お 8 JS で し 選 R 下 で で し 
K て 電路 図 つ し 刀 せ キ 和 IN 人 尺 宴 
ささ AH し せき ンー NHINー ス 得 で 7 
応 Q お 尽 審 シー 上 ふ ロ 夷 客 し WOtG ふ ) 
せ 提 し じ っ S 公 の 刀 色 トド ・ 
hk T 公 ーー ミ 玉 公 AT AA 揚 喧 つ 


7 人 A さ ・ ロ コート” II THINK・ 昌 一 ミ 
や へ うう) や p 拉 浴 名士 会 で 7 尽 久 
じ 北 くさ ペー ド K ロ 画 ぐ き の の an お / 由 
揚 G や NN ユ へ トト Kー し oo 胡 証 違 
尺 t@ ょ JJ 反し も し で 生 。 ホー ス ゼ 
Mm 栓 幸 G て INTN さ 3 固 つ し っ "My 
1J ポ 写 剛 で 公 で 尋 色 NNWS で パ や p 叶 癌 
諾 求人 径 閲 信じ っ te@G ゼ 無 QK 
ヘー て GS く SN ネー ドル AKSAOn* 

IN マーQ4Q36IN ATN ペ てく 電 居 
S お し っ 8@3M 旧 龍 "7K 電 思 
っ りり 宮上 蘭 編 つ し うい"「 可 Q 
!^ 血 QKI ト ヘー て G 沙 調 し 抽 峰 つ 
っ | ” 引 へ 日 R ミ 人 ト で さ ふ ペー 
ShH ミ 1 トト と ・RA 日 人 ド や 
隠 St6” トー ふ 交 嘱 回 つじ 償 計 必 t 
い p 穫 名 名 ツマ 還 稚 せ 細 も 
87 pt” 仙 序 8S っ 遇 紛 色 
思 QG 細 丈 "再選 抽 つ 人 SKIJ っ り 色 
し oe し 宰 馬 つじ っ SS で や 坦 」 
暗 お 娠 0MeroS ペーKdHG 拓 | 
で 人 庄 つ 回 つ し 握 we 8 っ 」 

咽 p く へ 公 陸 っ 昭 っ 選 つ 民 GS 
人 ロー 和 KOT や へ 3 邊 人 ロー 
選 き 氏 思 補 で 記 生 の oo ロ DJM60 
ン っ っ っ JJO 公 人 で 玉 ” 御 和 選 
NM 
マツ ” 中 明 く で 征 ユ A 46 星 じゃ 倒 | 
震 い や” ホー コス 名 所 つじ し ゃ 也 H 補 
* 吉 叩 つ レロ ー も で へ も し 基 
中 局 せ の 上 配 思 ン サト て ロト JAJH6tO ゼ 
SD で CO” や NN さ へ へ へ し 咽 戦 で で 妃 
穫 生 SNKG て INT さ で 臣 帆 忠 股 宜 
ミー ペー へ ヘ し GIIh 愉 させ 本 QNGp 
SG や で 代 多 や NN つ へ や し K ペ ーー 
正 揚 ロ コ 4 ロ 人 KN つ 尋 うり 也 
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WEC 


か 


写真 


車 


際 、 そ 


(as) 


の フォ コ 。 


視 する 方 針 を と っ た 
の ペー ス は 悪く な く 、 優 勝 の トヨ タ 8 号 


ら 1 周 差 の 2 位 で チェ ッ カ ー を 受け た 。 


は セブ リン グ PP の 50 号 


第 2 戦 ポ ル テ ィ マ オ で の フェ ラー リ は レー ス 
で の ペー ス を 重 


られ る 差 で は な い 


トヨ タ が 後半 の ステ ィ ン ト で 他 を 圧倒 
ーー 朝一 夕 に 埋め 


し” 上 Q 宮 モ ミト ャ ルド ロ 挟 むし せ 貞 
中 情 し せ S マ 下田 筐 GS キキ ハト ー ロ 
中 か テロ 押 務 Ke は SS で ? 

や 人 くさ へ ふじ せく 々 SG ル ハ ヘ じ ユ 
ぶ ふ マ キモ 6G 電 症 公 札 つ で で 選 6 や 居 7 
の < や 喘 3pN で 鑑 6Y0 で Nord4J 
で で し つ H で 選 " の ooG% マ キ せ 中 
で くさ JpN ロ ヘーG 貴 全 全 ン ” ユ 
キ 公 上 っ 2" く て か さか 人 ケ G く ロー・ 公 
TN ロ マハ ヘー 本 瑠 明 G 束 トロ ヘー ロ 
半 癌 Ne 出 表 さ し” 回 條 ポーG 亜 揚 公 
ユネ ペペ ャ モロ 到 公 で ひど レ つ H6 で 宙 う ) 束 
7 配 設 せ *o ぐ ロ 財 や つや "や へ 
GT ローK ゼ く へ 和 か 色 る 0 ジン” 翼 耶 装 
十 SYone 志 喧 守 っ ” 人 帳 公 ぐせ マキ 
ド ボー ルーG 志 四 や 無 寺 " ) 必 つや り J 
う 公 々 マレ ^ー トー トロ KG 氏 R ロ 
部 秩 間 上 区 本 つ 過 6 避 補 色 2 で 補 む 浮 
王 HM む や GS は で う レ ホー コス ゼ 居 
思 咽 し WW し っ きっ" 

「 嘱 忌 公 血色 時 W じ っ 本 虎 葉 公 
IJG ロ ーK し 0 ぐる 29 ン で で し つれ 
C 8S じ " 台 表 唱 除 今や で の 昭 で っ 
N9| っ J^TN 人 AT エーGI ト 日 玉 ミ 人 ト ヾ ささ 
ふ ペ ー 届 約 信 Ne 人 ド ユ ミー・ 公 へ 日 
ー や 量 087 は ) 6 さや NIN て 人 S 還 
ー ロ ^ ト く G ホ ー サ トー し 3NvS 時 0 
で 謀 公 で 色 JJG ロ ー ド 寺 
G や っ じ し じ ^ SQ 今 Ne 配 虹 公 上 や つじ つ 
H6CQ8P ベー ペー へ 嘆 レル A へ 吉 調 
ー ズ ヵ 半 節 つ し WO 刀 色 。 能 謙 せ 短 二 
紀 つ し っ tee で 補 」" 

ー コ 受 ロ で G せ ji ト IS ふさ AH 
せ ^ 融 貢 つや て 罰 BS で 人 SQ 皿 ) 
き 臣 G 提 CE で 8" 必 IN・ 下 
へ ヘ ・ ペ ー へ へ や 人 SQ で や 4HG 避 日 ヘー 


ユー つじ 2 っ ぃ キキ IN ふせ 2J4QG 愉 
うり っ 宣 ー へ 科 掲 下 玖 つじ っ 妃 公 7 
ペー ベ ド 己 調 G や ヤー ト 上 トド ー 下 革 G 
埋 玩 人 に 十 本 補 で 妃 の つじ "ZiNyN 
KK ミー く ホ ミト ヾ G 扱 際 ” て 丁 維 
さや p ぶ マキ 6 電 末 会 茜 つ ン " し 〇 と 
ヒレ K コ リー テー 人 入 一 民 RS 議 
想 つ な 0 り pw で 9 求 で " 
[悪人 QR で 7 皿 相 宙 民 色男 入 旧 
部 っ Q 癌 ぐし っ ぃ GhJ う 9 秀昭 で し 
っ っ |」 "ZIiN で ベー6 ト ー ミ ・ く へ 
く ミー" 「 作 理 押 る CGNINKG く 
INAK 提 vNNG 渦 朋 公 間 KG” 皿 條 や 
3NHI ト ー ユ っ J 舞 <) で し 0 過 
人 S "て 町 ポ 忘 坦 補 で 玉 ” 者 ぶせ も ミ 
へ HGod ロ 判 映 喘 幅 商科 ロー し ぶ で て 
て ミ 規 喧 距 給 @ 昌 Ne ホー コ 6 ル 和 へ 
堅 回 叶 で ぐり tG ょ うり 反し ” ミ ハ 
H 公 韻 |1” 個 章 拉 し Wot@ 表 著 祥 昭 
2 Non 提 te 抽 4Q 的 曲 シ っ ) 公 
し 所要 7 洒 ミ AH や p 庫 WIN で て 
くさ 正 つ し っ 刀 せ 生 補 人 篤 ぐ "っ っ 坦 
玖 二 や 選 う BY 人 回 G ペ ーK イ て 
人 いさ 公 二 G 到 で GS お "NHIhー ス 6 
cd て AG つじ し 窟 マ キキ 
1hINANG 4 ロ 和 お 穫 で ST 
モミ ハ H お 的 机 n@ 更 明 容 で" 
字 〇 モミ さ へ AH・ く へ KK ヤー・ 貼 一 
ペー ベ K モ ーー の 忠 寺 避 唱 曜 福 で や 
3 公 さ し コ 画 皿 @ 心 選 唱 間 経つ じ 
ペーK 避 下 で 刀 ル 入門 WI に ES で 7 
NG で SS” や ホー ト 人 STNS で ンマ 購 二 
公 D じ っ い GS 選 ′ 寺 陰 WS っ He 性 
四 く <" スペ ふ マキ @ 則 椅 公 札 つっ CN 
勅 箇 Jp 財 ン 更 Top 思っ S っ " 
NIh 和 て NN ペー へ へ I 必 AH AA 名 
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( 守 呈 iw ア ラック は 堅い レー ス を し て いる と 


“で は ポル シェ の ペー ス 


や we - で - - 開幕 戦 セ ブリ ング で 見 えた 勢力 図 


gr 70 (ag7C 万 


WEC 2023 Round 1 1000 Miles of Sebring Hypercar Final Classification 17 Mar 2023 


Pos. No. Car Driver Laps ii Best Lap 
1 7 Toyota GR010 HYBRID M. Conway / K. Kobayashi / J. Lopez 239 7 148"362 
2 8 Toyota GR010 HYBRID S. Buemi / B. Hartley / R. Hirakawa 239 8 147"885 
3 50 Ferrari 499P A. Fuoco / M. Molina / N. Nielsen 237 10 148"483 
4 2 Cadillac V-Series.R E. Bamber/A.Lynn/R.Westbrook 237 8 148"607 
5 5 Porsche 963 D.Cameron / M. Christensen / F. Makowiecki 235 9 149"511 
6 6 Porsche 963 K.Estre / A.Lotterer/L.Vanthoor 235 9 149"324 
7 51 Ferrari 499P A. Pier Guidi / J. Calado / A. Giovinazzi 228 10 148"892 
8 4 Vanwall Vandervell 680 T. Dillmann / E. Guerrieri / J. Villeneuve 215 9 150"788 
9 93 Peugeot 9X8 P. Di Resta / M. Jensen / J. Vergne 213 7 1'50"478 
10 94 Peugeot 9X8 L. Duval/ 6G. Menezes / N. Muller 141 9 150"092 
11 708  Glickenhaus 007 R. Dumas / R. Briscoe / 0.Pa 62 2 151"620 


フェ ラー リ 50 号 車 は この 


セブ リ ング に 続き 、 ポル (上 か ら ) ポ ル テ ィ マ オ で の ポル シェ は 終盤 に 燃料 系 トラ 
ティ マオ で も 表彰 合 フィ ブル が 発生 。 ス プラ ッシュ し て 3 位 を 確保 。 グ リッ ケン 
ニッ シュ 。 ド ライ バー ラ ハウ ス は 去年 の モン ツァ か ら テ スト な し で セブ リン グ へ 。 
ン キ ング は 2 位 に つけ て ヴァ ン ウ ォ ー ル も 戦え る スピ ー ド に は 遠い 。(as) 
いる 。 (ds) 
TOYOTA 
きろ で いる か D 自 間 も べ が に ド と M ル は た け の 克 を の 勢 シ て の い 振 ホ 部 < く 起 
る う に * 体 も h 身 を し | 勝 ル 等 を 見 D | 実 に マ 服 物 差 と よ 修 L 今 う 動 モ 品 に 医 
よ が 大 べ 制 し 勢 は 走れ ス つ ・ し 沙 な h プ ブ 施 今 乗 シ し 語 こ の り 正 M 年 解 の 口 の ハ す 
う シン に 衝 作 する 全く くす NN お 14 こそ を る さ ド を まさ る る 
に 肝 く ス な な 勝 え 切 い ら 率 シン と すれ 対 と れ の 出 が いて と 限 き h 入 人 策 区 | 具 ブ 振 
な 心 改 キ っ いつ て る が フ が で ら た れ す の な ル す 速 限 い L し 界 る 車 さ を を シ 合 リ 動 
っ な 善 | て が チ い こ ェ 非 は ほ は れ め ば る 調 い ・ こ さり る M て に " 両 れ 採 受 ョ を ツ の 
て と し や い ` ャ な と マラ 常 ' る の アア 整 " マ と を ` ?"D 表 近 G が た る け ン 誘 ド 問 
いき て ガ な そ ン い が シ | に 順 こ 描 L ドド で 唯 ン が 獲 F 役 hh れい R 性 性 し る を 発 シ 題 
る に < く ナ けれ ス “で ン リ 高 当 と 置 M バ 一 終 で 得 | ら 勢 て “0 能 能 か 部 取 “" ス に 
か ト る ツ れ を を 性 き が は い に に が HH ン L 可 了 きす Ar が の いそ 1 を 調 な 分 得 マ テ も 
は ヨ こ シシ ば う 与 能 る 壊 肉 "いな L 車 テ M 能 まな る は 各課 る れ 0O 発 整い を し シム 悩 
未 タ と な 話 ま え 調 と れ 薄 1 ける M 両 日 な で いた 両 々 題 の が は 揮 は " 保 て ン な ま 
知 に も ら に く て 整 ^ ず で ラ ば “"H の ジ 車 の 性 の め メ の の だ L ど し 護 い は どき さ 
数 対 可 6 な 活 く が チ に き ッ ト 全 ス が 両 は 能 だ の | 課 大 が M の て す する す ほ れ 
だ 抗 能 月 ら か れ L | 24 る プ ヨ ョ 車 ピ あ に ` 調 " 手 カ 題 き D マ 初 べ る の で か 
"で だ まな せる M ム 時 か の タ 両 | る L グ 整 ま 助 | を さこ h シ め ぬ め て と で に の と 
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ンー 


』 三 さ 


トー ふく KGIN で くき 公 ホン 的 べつ し じ 尋 りや レ 
て ふせ く N ポ ー ド へ KK 回 し 6 現 表 号 S 拉 

* や 地 っ 坦 了 し とし Not6 の SO 

醒 挫 如 や N へ へ ふじ 串 選 NG ~ 加 門 答 、J ポ ーー 


Text S& Photo @ 世 呈 洛 べ (Keisuke Koga) 
Photo @ XPBNWECNTOYOTA 


上 


間 


| 
| 


| 


トヨ タ 7 号車 は 7 回 、 8 号車 は 


と も 課題 の ひと つ に 挙げ て いる 。 プ ジョ ー は グリ ッ ド 上 で タイ 


の ピッ トイ ン 回 数 は 10 回 。 


車 


王 
956 


) 3 位 に 入っ た フェ ラー リ 50 
リ は タイ ヤ へ の 攻撃 性 を 弱め る 


回 り ! 
ラー 


( 右 か ら 時 計 
5278EE 


8 回 。 


ーー 


頼 性 の 問題 解決 に 


ポル シェ は 第 2 戦 ポ ボル ティ マオ で や っ と 人 


上 


いこ 


ヤ を 置い て 温め て い 


| 


/ 
| 


| 


0 マン 根 で te で 穫 り 綴 WW つつ 如 」 

md 商 藤 GR く ト トー ペーK へ 
導 で で お む 383Q き っ く で ミー ドー 
せ ^ ホー せ ふ て 6 琵 弄 を TAI ト T 本 
へ 6 や ロバ ひじ | 同 R 更 大 会 人 痕 で 
利 っ ? AN ポーKG や ーー ふ 軸 弄 
人 避 つ も %te)^ TA トト TA へ 乱 で 
や ン で 0 導 癌 全て や トキ ー ロ 
を 本 っ っ うり IJAO 公 電 NG” 着 結 し 
ふ ミ トル NG 罰 臣 公 和 を 錠 祝 マン "NN で 公 
ロ A ふ ペーK し 7 K 届 敵 悪 Ne 掲 較 ロ 
Jp で し っ.5 NNJ ウ お / 掃 人 o 
遇 代 Ete く ン 則 RW 中 ロロ ーー トミ" 
瑞 尽 0 乏 左 固 概 や で SO 朴 MK 生 6 玩 っ 
り -6tG 設 征 公 師 へ や" ペー HiNAK 門 
土 め 地 H6 で 刀 刀 SS INN で 私 ふ 6 愛 
國 jp 睦 届き で 肝 三山 ko" 


ロ へ INN じ 財 束 つじ 2AG 公 …… 


0 で” 名 員 箇 つら" 由 咽 く INA 


三 
] 
! 
| 旧 


Im"「 苦 財 放 し GN ミ レル ゼ つて 公 貞 
Q で し つ J6 で 恒 公 更 や 6 つ 忍 "時 
せ T 和 ヘー ロー 下 で 刀 和 りつ し じゃ 下 喉 
尽 加 上 NGG じ 骨 や を っ し か づつ? 礼 到 
QtJNumMme 地 で や 大 札所 誠 や 
し otet6 い 8 さ つ ? 交 回 全く へ 
リー し ふ ミ トド 公 褒 で や ユ 
っ や か h ユ へ や 玖 提 皿 全 SNS 
ミドル SNG 心 S 某 選 じ IN で て くさ 
p 加 ぐ し っ ぃ JJ)9 寺 際 じ WW つ 刀 7 
刀 三唱 KG” や 人 くさ へ 愉し NH 
I ト ー ユ さき の の C う ) 還 っ 志 肌 し 提 NG っ ) 
お p 給 ひ 刀 色 。 尼 マ を GKI マ と 咽 伝 公 
さぶ 届 ンー COQ で 己 YR 刀 りう っ " 
NG 刀 S 公 。 尼 マ GS ト や IN トー へ 中 


へ KW 公 で 妃 nn? 店員 し せっ 0 
ユネ モー ミ モ 公 へ 上 へ 柚 呈 Norp” 
来 問 し G く ーK ゼ 患 強 つや mw&GGu 


42H6O マン 区 33 公 で "本 切 客 G 
ロロ ANIN へ し GO の と らら 6 麹 *oIh 
で くさ 選 田 悪 還 te ささ 貞 ? 

「 加 べく 品 唱 咽 め KW 代 凌 夫 の G 
せ N ヽ ー ャ じゃ " 苦 吐 G や いさ へ ふじ 
せ 庁 回 G く へ しぶ で と 色 ロ ふつ を 


りや 公 さ へ へ し 掲 恵 で 太 叫 て 
で じ っ り りう 避 居 全 OWo つ * 人 
ペー せ へ へ し 選 司 次 0 を セン で や 
ミ ^ 取 つ し 掲 で tet6 ひ 8 で 刀 さ つ 
刀 G ゼ KW っ し で" 琵 ロ ミ ・ ル ヘレ 
に WO 人 N ペ ー せ へ 色 走 回 公民 KG 
し ^ AIJ し で 抵 っ さ 拓 GS 
ミル 選 拒 人 つつ 選 さ も ぃ hG は JJ 公 レ YONG っ ) 
昭 っ 6] 
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EM/ME/ 5 リ US5PEMS/DM 


回 エン ジン の 排気 系 は 90 度 の V バ ンク 内 側 に 
レイ アウ ト 。 タ ー ボ チャ ー ジ ャ ー は ヴァ ン ・ 
ダー・ リ ー 製 。 コ ンプ レッ サー で 加 圧 され た 
空気 は すぐ 上 の 空冷 イン ター クー ラー で 冷却 
され 、 バ ンク 外側 に 向かう (イン ター クー ラ 
ー は 1 基 で 済む )。 リ ヤ の ダン パー& コ イル ス 
プリ ング 類 は コン ベン ショ ナル な レイ アウ ト 。 
困 詳 細 は 確認 で き な い が 、 フ ロン トバ ルク へ 
ッ ド の 奥 に 隠れ る ダン パー ユニ ッ ト の 配置 か 
ら 、919 ハ イブ リッ ド と 同様 に ロー ル と ヒー 
ブ を 独立 し て 制御 する コン セプト だ ろう か 。 前 
引き の タイ ロッ ド は トッ プ ウ イッ シュ ボー ン 
と 平行 に 配置 し て いる 。 


PORSCHE 


7ECJM/CA/ DA7A 

Length / Width/Height 5,100 mm/ 2,000 mm / 1.060 mm 

Wheelbase 3.148 mm 

Mininum Weight 1.030 kg (without fuel and driver) 

Top Speed > 330 km/h 

Engine 9RD (V8 twin turbo, 90 degrees) 

Displacement 4,593 cc (Bore 96 mm / Stroke 81 mm) 

Output > 515 kW (700 PS) 

Transmission Single specification sequential 7-gear race gearbox, 
pneumatically actuated 

Power Combined performance (with MGU) 500 kW (680 ps) 

Hybrid Single Specification Hybrid System 


MGU (Motor Generator Unit) at the rear axle 
Lithium-lon ESS (Energy Storage System) 


K.Koga 


DDYWDR 


回 四 963 の 薄い フロ ント セク ショ ン と 、 後 傾 し た リヤ ウイ ング 要 端 板 は 1980 年 代 
の 耐久 レー ス で 活躍 し た 956/962 の オマ ー ジ ュ 。 4 in 1 の ヘッ ドラ イト は 最新 量産 
ポル シェ の アイ コン 。 回 導 風 効率 向上 の た め 、 ダ クト 下端 を ルー フ か ら 浮 か せ て 
いる 。 ル ー フ トッ プ の 開口 は エン ジン 吸気 と イン ター クー ラー の 冷却 用 。 両 サイ 
ド の フィ ン は 他 車 と 同様 、 ス ピン モー ド に 陥っ て 横風 を 受け た と き の ロ ー ル オー 
バー 防止 を 狙っ た も の だ ろう 。 回 リヤ に 横 一 文字 の ライ トバ ー を 配 し た の は 911 
か ら の 引用 。 デ ィ フ ュー ザー は スク エア な 形状 で 、 ス タイ リン グ 要 素 は 皆無 だ 。 
茹 モ ノコ ッ ク と フロ ント フェ ンダ ー に 挟ま れ た 、 い わ ゆ る グラ ンド キャ ニオ ン は 
大 き な 谷 を 形成 し て いる の が 分 か る 。 
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ボタ ン や スイ ッ チ の 配置 は ポル シェ 963 の ステ アリ ング に 近似 。 機 能 の 割り 
当て は 異な り 、 ワ イ パ ー の スイ ッ チ は ステ アリ ング で は な く セ ンタ ー に ある 。 


7ECJM/CA/ DA7A 


Weight 1.030 kg 

Engine LMC55R V8 

Type 5.5 Liter DOHC V8 
Power 670 HP 

Induction Natural Aspiration 

Gearbox 7-speed sequential 
Lubrication Dry Sump 


K.Koga 


りり WU 

回 団 ヘ ッ ド ライ ト の グラ フィ ッ ク や フロ ント カウ ル 前 面 開口 部 、 リ ヤ の ルー 
バー 部 、 フ ロン ト フ ェ ン ダー 上 面 開口 部 な ど 、 斜 あめ の ライ ン を あちこち で 反 
復 さ せ て いる の が 特徴 で 、 強 い ス タイ リン グ 志 向 を 感じ る 。 罰 完成 車 公開 前 
の イメ ー ジ スケ ッ チ の 段階 で は プジョー9X8 と 同様 に リヤ ウイ ング レス だ っ 
た が 、 実 車 は リヤ ウイ ング を 装着 し て 登場 。 デ ィ フ ュー ザー の 容積 は それ ほ 
ど 大 きく な いよ うだ 。 リ ヤ フ ェ ンダ ー 後 部 の ルー バー を 車両 中 心 側 に 浸食 さ 
せ て いる の が 特徴 。 回 整流 効果 を 狙う と 同時 に スタ イリ ング 要素 を 持た せ た 
の か 、 フ ロン ト フ ェ ン ダー と リヤ フェ ンダ ー か ら そ れ ぞ れ キ ャ ビン 側 に 翼 状 
の パー ツ を 張り 出し て いる (上 面 視 し た 際 に X 字 状 に な る )。 


HYPERCAR FILE #03 ここ 


1W ルル 月 YY お 過 8 /LAp/ 
BMW の 世界 観 を グラ ー ラ 製 シ ャ シー で 表現 


Text @ 世良 耕太 (Kota Sera) Photo 古賀 敬介 (Keisuke Koga)〆LAT 


0 フフ ガバ 1 おす 4 あけ も WEr//ga as Pー イ = アー を -] 


りり YU 

回 フロ ント カウ ル は 車両 中 心 線 付近 を V 字 に 
切り 込み 、 巨 大 な キ ド ニー グリ ル を あし ら っ 
て 、 ブ ラン ド の アイ デン ティ ティ を 強く 主張 
し て いる 。 婁 ノー ズ セ クシ ョ ン と フロ ント フ 
ェ ン ダー 間 に グ ラン ドキ ャ ニオ ン は 形成 せ ず 、 
低い サイ ド ポ ン ツ ー ン の 下部 に 小ぶり な ダク 
ト を 設け る の み 。 低く フラ ッ ト な サイ ド ポ ン 
ツー ン と 合わ せ 、 ダ ラー ラ 製 LMP2 シャ シー 
の P217 に も 共通 する 手法 。 回 還 ス タイ リン グ 
は BMW 量産 車 の デザ イン 部 門 が 関与 。 幾 何 学 
的 な ライ ン や 面 で 構成 し て いる の が 特徴 で 、 最 
大 の 見 どこ ろ は 凝り に 凝っ た テー ル ラ ンプ の 
グラ フィ ッ ク 。 前後 の フェ ンダ ー や リヤ ウイ 
ング に ディ フュ ー ザ ー な ど 、 空 力 に 影響 を 与 
える 部 位 の 処理 は オー ソ ド ッ クス だ 。 


7EC 刀 AM/CA/ DA47A 
K.Koga 
大 き な デ ィ ス プレ イ Engine P6673, V-shaped (90 degree) Ott four-stroke 
の 上 に COSWORTH MMUECUD 
の ロゴ が 確認 で きる 。 Engine capacity 3,999 cc 
業界 の スタ ンダ ー ド Bore / Stroke 93 mm/73.6 mm 
で 、 シ ャ シー を 共有 Cylinder spacing 102 mm 
する キャ デラ ッ ク も 
IE 2 Engine speed max. 8,200 rpm 
同じ だ ろう 。 ーー 
Output (regulated) approx. 640 hp 
Torque approx. 650 Nm 
Injection High-pressure direct injection at 350 bar 
で Oil system Dry sump system 


with six-cell oil drain pump and oil tank 
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5 リ 5pEM5/DM / と EM/ME 
回 バル ク ヘ ッ ド 前 端 上 
け 、 そ 


段 を 設 


に ピッ チ 制 御 を 担う セン 
ター エレ メン ト を 配置 する の は 、 同 


部 に 


デラ 


製 シ ャ シー の キャ 
サス ペン 


じ ダ ラ 


蛇腹 


ショ ン ア ー ム や タイ ロッ ド 、 
ロン トブ レー 


ッ ク V-Series.R と 共通 。 
状 ホ 


見 える 。 


投 


ら ず 。 


( 


ス を 用 いた 


キダ クト の 配置 も 同じ 【 


回 エン ジン は 2019 年 の DTM 

入 し た 246 直 4 直 噴 ター ボ や M8 

GTE の 4 2 V8 直 噴 タ ー ボ も 検討 し 
、 前 者 は 耐久 性 の 観点 か ら 、 後 


た が 


g3 


採 


量 の 観点 で 


宣 


者 は 重 


に 
に 3 
セ 
妥 
に 
革 


ロビ 守っ oo ペー モモ や 
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且 員 〇 唱 席 叶 公 Q 鈴 絡 も to" 


ホー コ 野 血 し く ーー ホ トー 表 お 
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も リー・ さ マモ ドー ミ 公 衣 っ NG ココ ドジ 
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o 
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AU 4 だ X- 


和信 


授 


世良 耕太 (Kota Sera) Photo 古賀 人 介 (Keisuke Koga)LAT Images 


Text @ 


WE/r//a Ma7s ラロ ワ ララ 


6 2 フグ ガバ の 9 全 り 4 すし 


LAT Images / Galstad 
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SUSPEM5/DA / EMC/ME 


へ 1 咽 且 
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愉 名和 へ 。 間 
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SO 中 人 さ 避 
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と っ | トミ 玉 
せ 較 ぶ 」SG 
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か 中 言 一 洗 王 
く 公 らい @ 束 
ふぐ K ぎ っ 宮 革 
ミ ヽ ふせ じ 走 て 
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ふ 団 志 で て 
回 いく ロ 部 


は FIA 支 給 の トル クセ ン サ ー。 
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K.Koga K.Koga 


りり WU 

回 四 ス タイ リン グ は アキ ュ ラ の デザ イ 
ンス タ ジ オ と シャ シー コン スト ラク タ 
ー の オレ カ 、HPD が 情報 交換 を 行ない 
つつ 、 空 力 や 冷却 と の 整合 性 を 取り な 
が ら ま と め た と いう 。 前 作 ARX-05 の 外 
見 上 の 最大 の 特徴 だ っ た フロ ント の V 
字 パ ネル は ARX-06 で も 継承 。 そ の V 字 
パネ ル に 惑わ され が ち だ が 、 現 行 LMP2 _ 々 
シャ シー の オレ カ 07 と 同様 、 フ ロン ト 
カウ ル は クロ ー ズ ド で 、 ノ ー ズ セク シ 
ョ ンー フロ ント フェ ンダ ー 間 に 積極 的 
こ 空気 を 導く コン セプト と し て いな い 。 
リヤ ビュ ー ミ ラー は フロ ント フェ ンダ 
ー の アウ ター 側 パ ネル で 支持 し て いる 。 
回 テー ル ラ ンプ の グラ フィ ッ ク は 各 ブ 
ラン ド の 腕 の 見 せ ど こ ろ で 、ARX-06 も 
凝っ た 処理 。 デ ィ フ ュー ザー は フィ ン 
で 仕切 っ て いる 。 


si UM 


 。. 


7ECJM/CA/ DA7A 


Length/ Width/Height 5,100 mm/2,000 mm / 1.060 mm 
Wheelbase 3.148 mm 


Engine Bespoke Acura 2.4-liter, twin-turbocharged, 
direct injected V6 (90 degree) 
internal combustion engine 
designed, developed and manufacturered by HPD 


Output 500 kW 


Hybrid power plant IMSA-specified electric Bosch Motor Generator Unit 
and Williams Advanced Engineering battery pack 


IIDIE 


Transmission IMSA-specified Xtrac six-speed, sequential, 
paddle-operated transmission, rear-wheel drive 


定番 の コス ワー ス 製 ステ アリ ング ホイ ー ル 。 セ ンタ ー の 操作 パネ ル も コス ワー ス 
製 だ ろう 。EPS (電動 パリ ワー ステ アリ ング ) の 強弱 が 調節 可能 に な っ て いる 。 
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HYPERCAR FILE #05 ここ 


ナ と 選民 AA 凡 / 4 の の 人 4 
半 世紀 分 の 進化 を 注ぎ 込ま れ た 跳ね 馬 の 面 久 車 


Text @ 世良 耕太 (Kota Sera) Photo 古賀 敬介 (Keisuke Koga) 


rwos・ WEC/ ル eg Mas ラロ ワ ララ 


Po Wel っ 押 
VIS て AOET 


50 リ SpPEMS/DA / EM/ME 

回 次 期 LMP2 シ ャ シー と 共用 する LMDh に 比較 する と 、 フ ロン 
トバ ルク ヘッ ド 断 面 は コン パク ト 。 奥 に 見 える フロ ント モー タ 
熱 交 換 器 を この 位置 に 搭載 する の は 、 前 身 の LMP1 時 代 
も 含め て 初 で は 。 ク ラッ シュ 時 の ダメ ー ジ が 心配 に な る が ……。 
回 イン ター クー ラー は 空冷 で 、 左 右 に 振り 分 け て 配置 し て いる 
よう だ (経路 が 長い )。 リ ヤ サ ス ペン ショ ン の ピッ クア ッ プ ポイ 
ント を 配置 し た い 場 所 に 配置 する 狙い が 、 市 販 品 の 採用 で は な 
く 専 用 ギヤ ボッ クス の 開発 に 踏み 切ら せ た 最 大 の 理由 。V バ ン 
ク 角 が 120 度 の た め 幅 広 に な る エン ジン と の 締結 の 点 で も 専 
品 の ほう が 都合 は いい 。 ち な み に 、 車 名 の 「499] は V6 エ ンジ 
ン の 単 室 容積 。「P」 は プロ ト タ イ プ の 意味 。 


ステ アリ ング ホイ ー ル は 1 年 半 の 開発 期間 を 費やし て 499P 向 け 


に 専用 開発 。 FCY と PIT の 速度 リミッタ ー ボ タン に は 、 誤動作 防 
止 の た め 、 周 囲 に リン グ が 設け られ て いる 


autosport 046 


煽 他 S “人 RG 懲 、 


有 員 〇 G コ 受 の ヒロ ロビ の ONINK 
欠 客 つ し っ hHIhー^ コ 受 C_ 
EEIICN い 2 の こい た 
ミー ドー (つつ 且 エ ) 避 恨 G 頑 9 六 団 7 
品 叶 る さ ロ 諸 ぶ ペーKG て TNI ト T 
ユー< 悪 嘘 東 来 人 S” 臨 骨 青 じ 稚 話 
9 岬 I 加 つじ っ で っ 公 "一 字 の て 6 て 
TRI ト T ユ ー ロ 稔 絡 し woe 年 明 @ 
Jp コ 受 エ く <GKI ト STNKA STN 更 届 駐 つ 
つや やり っ / 愉 7 すき の の 上 上 JA で /Q で や 
ー 受 エ 紙 太い X ユ ス ド G ロ ーK く 6 畑 
KEEP に <EicTFLPES く SA 

mon 16 で ト 幅 翌 半球 部 0 で tG 
GS じ " 旬 R ゼ 地 経 届 下 宮村 tG 渦 落 せ S 
ママ” や へ AI トト GS 琵 寺 GS っ や 
MK 選 因 で し 醒 褒 公 に で で る "6" 


ぶ ヾ キ キ 6 骸骨 間 路 る 中 早 ctQ 昌 短 ) 
K 1 半 じ し 
hG6 蛋 つつ や の うっ 門 ” 民 詩音 で て ふ 思 剖 へ じ 
へ ふ ロ 拓 忌 
ユ ト ・PINK ロ G 局 引地 で 色 コミ の で RS※ 色 | 還 
現 エ 
1 932 5 1 シ 。K さ や せ 響 
、 じ < ホー 巡 里 くじ っ や マロ T 8 捉 宮 こら て 虹 
タン mm 4 上 ョ すぐ 人 ト 「 M 
さや っ JTIN つ し レ ホ ー ス 遇 末 CS 心 " @ Eg T 下 WPp 蘭 IN 。 
記 p 薄 1 
HA 人 AA の S テ o 由 枚 で へ 尺 | |。5 モ NO 時 テ -Ih 
9 。 | | sg ML 
ー 玉 抱 編 村 Ke? Qoo の FmOGH 回 旨 ヨ 5 才 和 下 ト ST や 。IN 6 
=| |Ss g 計 ーー 。IHN 選 人 
A 公 へ トー キト ふ ホ キー 政 甘 ho 四 較 ま : き 8 引 as ささ て 人 1 
60 串 185a 8 58| ミ SAPQS 牙 
NSR 本 NIS FISNE 抽 時 | | ミ 85| | |s き l き きま 生 和 
語 5 0 8518 sslsl8 き gl て Ss 右 へ の 皿 
へ GE 宮 り 画 軸 nno ペ 一 稚 ホ キー 人 へ SWg 邊 s て で 調 画 め ハ 
ャ ー れ 古 の 隊 る |@8| る 8 55]@|S| と | き 錠 更 で 唱 較 jp 
せ 忘 p@P” 芝 @ 幼 Rp 虹 Ke E] ミ | や 988 を | を |g き gl 軒 幸 GR 。SG ふ じ 
g| ミ | ぉ 9 る 5 DE p へ 騰 
っ noO の の め や N ロ ー ト で て |8188 き 88185 ま き 介さ ささ も 人 昌 
- る を だ |oIQ SG の こも ヾ wt0 因 人 を 玉 
AS ルレ か ヘーG 唱 表 つ " さ の の an 5 | 本寺 
を さ | 計 8 ga し いふ マン 悪 1 
KK ヘー て JstGG 倒 叶 KG 更 に | 引導 | 六 玉 き に 環 当 > 
で 1 91 ヨコ コ | ヨコ 間 回 
ティ 9 41Z > ら 中 g 8 る SS sh 回 へ ヘマ ネト 三 
っ 穫 " 定休 SNK 玉 民 隊 RG 占 っ |li CNS 還 ANwg 
IS 
押 記 つや 人 お KAAT ANN ト * 寺 后 さき S 生 胡 に SN マ S 
Ta と 2 ミ |8lg ミキ ネー て | し へ 加 
XN で ヘー て 因 っ 代り 因 遇 KO モミ |』|lg 8 ミト で マ ペ き ささ マレ し ト 
SS^ 穂 時 BE 悪 源 つ " 避 | 表 8 に 生き VOI 
レ まさ 1 
や g 可 引 つ 尋 に |slS 品 @ 回 生生 っ ロ 更 系 
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[ヒコ 


TN 人 ATー お 受 員 〇 G 喘 十 RI ト T ユ 
ーS コ エロ Ste 栗 正四 ペ ペー 
K く @G 悪 忠和 Q 来 羅 つ "コロ とし せ 
ンー テ エ 遇 正 つ " 肥 ロ OG 束 旧 稚 
絡む it@G ゼ 7” 臣 理 玉 さ へ ー ロ リロ 「 ミ ・ 
レル へ 席 並 還 公 6 で し っ ぃ GS や | て 堅 
由 つ し 表 .QG き っ ? QG の の 時 ペ 来 き で 
CEMIEIIIIWSESSKIIUKESSNJIIEOS 

の XXooG 想 店 己 更 で し ゼ 7 体 邊 て 
へ っ ) 協 寺 @ 吉 く ms@ 層 唱 則 っ ” 章 
ペーK 玖 相 Nte ペ ー ド 本 甘 翼 更 花 講和 NG 
中 <" 介 R 選 路 喉 ボ JhNeG 公 押 咽 " 
4J ト JO 公 ココ 愛工 ( コ 受 て jp 四 融 ) 
G 形 界 忠 記せ かむ へ トド ネーKG 二 堅 ) 
て INASGFE 足 " 広 へ トド ポー ド うー 
INSSG や し SeRHR 奈 設 コ ロ ーー 
聞 @ 碗 紙 パ や 公選 っ さく ミド 事 
相 4 も で し 介さ "NG 人 K ふ で へ 
り 加 也 公 財 H6SNG けさ で 7 

Th 人 Amー3hJG 澤 つっ 芽 昧 更 咽 半 
下り 購 つ "NN ロー て ペ マ トド ボー っ 
8 や ペー へ ドー ロリ で レ ゼ 交 で 
じ し 親 や 不定 G ス いで へ へ S 地 恵 き っ 
邊 利 そ へ 更 器 臣 つ 選 7? ド ユ キト で へ 人 へ 
さ K、 し KG うり 色 NN 人 Am ロー の oo 
G 喘 KG 攻 悪し SKQ” TOQ ロ IN マ ド 
へ 到 癌 っ 世 玖 表 C 拓 史記 で 公 っ 妃 王 
ペー づつ 刀 く 到 IN で て SINN 
ヾ 私 心 色 の oo 志 電界 で むし っ tG* 

HA 人 AA や くく へ へ 心 量 の 務 GQN・ の OS 
の へ で へ ペー 玉 電 拍 統 - く か トコ ユー 
RINwーy N 折 きめ 委 h 
人 ペー 人 KK 電 レコ 挟む く トト ユー 弁 
p 由 会 hG お トー ュ JG 区 醒 絢 和 


融 


ー ス 製 。 


デザ イン と 技術 を 


"オー ニル フラ ンス "で 


Text @ 世良 耕 走 (Kota Sera) Photo 古人 賀 敬 介 (Keisuke Koga) 


nn 
い ル 4 『 ナ アセ 


MEC//a as 」 


「EOB]」 は バッ テリ ー 制 御 切り 其 え 
用 、「TRQ」 は エン ジン トル ク 制 御 


ステ アリ ング は コネ ヌ ワ 
マッ プ 切 り 替 え 用 の スイ ッ チ だ 。 


で 
ミ 
GO 
い 
ロ 
mm 
ロ 
ご 
Im 
ロ . 
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ガリ 4 4 4 リー 
回 四 リ ヤ ウ イ ング は 持た ず 、 代 わり に 左右 リヤ フェ ンダ 
ー 後 端 の フラ ッ プ (角度 調整 が 可能 ) や エン ジン カウ ル 


後 端 の ガー ニー フラ ッ プ (排気 が 通る 部 分 は 切り 欠い て 
ある ) で 空力 の 前 後 バ ラン ス を 最適 化し て いる 。 カ ウル 
の 大 き な 開 口 部 か ら は 、 プ ル ロ ッ ド 式 の リヤ サス ペン 
ショ ン が の ぞ く 。 リ ヤラ ンプ に も 3 本 の ライ ン を 施し 、 ス 
タイ リッ シュ な 装い 。 加 ラジエター 冷却 エア は サイ ド ポ 
ン ツ ー ン 上 面 か ら 導 く 構造 。 男 リヤ と 同様 、 フ ロン トカ 
ウル の 開口 部 も 大 きい 。 空 気 を 積極 的 に 流し 込む 考え か 。 
フェ ラー リ 499P に 比べ る と フロ ント スプ リッ ター は 平板 
な 作り 。 フ ラッ プ は 角度 調整 が で きる 構造 に な っ て お り 、 
ブレ ー キ ダク ト を 配 し た パネ ル に 角度 調整 六 が 設け て あ 
る 。 回 フロ ント フェ ンダ ー 上 面 開口 部 の フィ ン は エン ジ 
ンカ ウル の シャ ー ク フィ ン や リヤ フェ ンダ ー 上 の フィ ン 
と 同様 、 ス ピン モー ド な ど に 陥っ た 際 に 風 を 受け 、 車 体 
の 浮き 上 が り を 防止 する 狙い が メイ ン 。 


5 リ 5pPEMS5/DM 

モノ コッ ク 前 端 は 天地 方 向 に 薄く 、 ゆ え に 上 下 ア ー ム の スパ ン は 狭 
い 。 キ ャ ピン 側 に 見 える ダク ト に 空気 を 流す 都合 か ら ア ー ム 類 を コ 
ン パ クト に まとめ て いる の だ ろう か 。 モ ノコ ッ ク 上 面 に 覗く ダン パ 
ー 類 の 配置 か ら 、 ロ ー ル ( 逆 相 の 動き 。 斜 め の ダ ン パ ー) と ヒー ブ 
(同相 の 動き 。 ロ ッ カ ー ア ー ム が 挟む 水平 の ダン パー) を 分 離し て 制 
御 する 構成 に 見 える 。 ト ーション バー スプ リン グ の 長 さ が 左右 で 異 
な る の は 搭載 の 都合 か (向かっ て 右 は 奥 に 伸び て いる ? )。 


7ECJM/CA/ DA7A 


Length /Width / Height 4.995 mm / 2,.000 mm / 1.145 mm 
Weight 1.030 kg 
Rear-drive train 500 kW (680 HP), 


V6 2.6-Ilitre twin-turbocharged 500 kW 
internal combustion engine (90 degree) 


Transmission Sequential gearbox, 7 speed 
Differential Self-locking - mechanical 

Fuel tank capacity 90 Iitres 

Battery HV 900V, Li-ion co-engineered 


with TotalEnergies / Saft 


Motor Generator Unit (MGU) 200 kW (270 HP) 


開 (CNELM 


7 リ Y リ 74 070 月 YY 過 / (LA 


ほほ 新車 と いう 正常 進化 。 


Photo ⑱ TOYOTA 


WE//7a as ニコ ニニ 


Text & Photo @ 古賀 敬介 (Keisuke Koga) 


6 9 フリ ガイ 9 お りみ 4 けち 


や いさ へ 6 臣 恥 し りら と らら く で て 
ト ュ SGmoce 寺 出 杉 G 了 胡同 届 尽 
記し じ 咽 記 組 G 鍵 加 尽 答 材 "中 民 じ せ 
SN 財 出 所 KW マン 押 で ひし っ きっ っ 
心 豆 玲 0 台 色 。 必 0 記 ン 環 放さ ミレ 
SO で "くり ポ で 97 殖 っ 昌 避 
で NOS つて さっ うっ” 爺 談 お で て 
ン モ へ ヘ ヘ ホー へ 6 傘 や 史 SN” 加 憶 写 
嘱 (NR 二 所 記 に ト K ユ ーー6 パ で 選 記 季 
世 H6 台 衝 映 拶 で ひし っ Q? 

「 て ペー 公 う うつ じゃ o 季 ン で っ 茹で 
信じ か "中 へ T ふ せ エコー 
ー く 一 つつ 選 公 で ペ 革 SHSK 
ト ユ ト ゼ BB6H 固 思 唱 概 で ひじ っ He」 
ュ JIm い NG ヒビ の と ロー ペー ド K 玉 ー ム 
民 赴 則 @ 呈 弄 晶 答 ポ や 7 
「 音 財 Hf じ G ふ ミル レル ゼ ” トロ ヘー※ 
へ ト ネ ポ ーKG 地 人選 弄り っ 心 青 選 うる 
抽 つ ぐし っ うつ ” SN ミト jpNvn 
じゃ 公 ”。 和 せ 所 玖 提 KON ミ トル 6 近 届 
で マト ロロ ヘー 人心 へ トド ー ド 勾 
む や し つれ っ” 也 恨 つじ 揚 公 で きっ や 
心 S3J う ) 公 2J 玖 つつ G し ^ 
NG 時 諾 庄 つ "2 で っ Q 当 つ SS" 
つい 公 取 恨 つじ し ぶ 下 へ トド ー ド 
ゃ te で 心 で 時 某 つれ ポ つ 選 」 

ら う 忠 じ Ste 下 時 志 NN ロ ヘ て 
6GHHHDwx マ ITNN ユ ユー へ” CH ユ R ト 
ー を 色相 革 で JJ 0Q り 7 N 
ロ ヘ ー6 醒 口 葉 区 己 6 ン 陸 共 か で お" 
ト 私 で へ 公 聞 ン 根 で で し うぃ) うり 色 
嘱 し JJ や StG" トロ ト 起 せ 財 購 拉 % ユ 
JpS 民 喝 で し 公 で 下 下 じ て 
ふい 和 か ト つじ し 介さ ” 喉 説 で Q で し 


TOYOTA 


7ECJM/CA/ DA7A 

Length/ Width/Height 4,900 mm /2,000 mm / 1.150 mm 

Engine V6 direct injection twin-turbo 

Valves 4 per cylinder 

Engine capacity 3.5 Litre 

Engine power 520 kW / 707 PS 

Hybrid power 200 kW / 272 PS 

Battery High-powered TOYOTA lithium-ion battery 
Front motor / Inverter AISIN / DENSO 

Gearbox Transversal with 7 gears sequential 
Driveshafts Constant velocity tripod plunge-joint driveshafts 
Clutch Multidisc 

Differential Mechanical locking differential 


TOYOTA 


ン の ゆ 」FE 
ノレ |CS| 


交 ニニ ーー 。。 ダ 時田 自 動 揚 城 


間 キネ 


サイ ド ポ ン ツ ー ン や 細部 を 観察 する と 、2022 年 仕様 と 23 年 仕様 で は 多く の 部 タイ ヤ は 前 後 同 サ イズ だ っ た も の を 昨季 、 フ ロン ト が 
フェ ンダ ー を 引き 締め 分 が 異な っ て いる こと が 分 か る 。 フ ェ ン ダー や サイ ド ポ 29/71-18、 リ ヤ が 34/71-18 と リヤ を 太く し た 。 それ に よ 
* 逆 三角 形 ボ デ "に ン ツ ー ン な ど が ギリ ギリ まで 削 が れ 、 引 き 締 まっ た 印象 っ て ハイ ブリ ッ ド ブー スト 開始 可能 速度 (デプロイ メン 
= ク バ デイ に だ 。 また 、 リ ヤ ウ イ ング の 糞 端 板 が か な り 小 型 化 さ れ 、 シ トス ピー ド ) は 上 が る こと に な っ た が 、 そ れ 以 上 に メリ 

ャ ー ク フィ ン の 長 さ が 短く な っ て いる こと が 大 き な 違 い 。 ッ ト が 多く 、23 年 仕様 で も 継承 し て いる 。 


7FY】 ””〔 weoe 


TOYOTA 


人 ジマ 耐 と 力も さ リ 5 ぅ | り 速 え ラ 散 証 革 L 争 生 よ 生 ら 語 細 2 * 左 0 な の い 
ハ こ バニ 23 久 が 重 前 れ ヤ こ ト は た ッ ツ と ン る 3 還 り 旨 右 才 還 9 ミ 
イ と 1 ア 年 公 造 心 後 て ウ と スル 落 よ グ 隊 2 D 。 抑 だ 生 と り 詳 2 細 2 (の 0 onN 詳 4 
パ だ フ た 仕 た り が 方 お イ だ ビ ・ ち う を の) の え す 多 2 衝 ハ ハ ラ 
| っ ァ ち 様 か か 前 向 り ン "| マ て な 減 訂 議 2 ウ る る 下 く か | 江 ニ 2 衣 信 還 還 (1 還 2 
カ た | が を ら ら 方 に "グリ ドン い 感 ら 王 納 3 イ 存 欠 泡 @ 状 Ke 組 0 ン 4 |- ン 
| と ス 最 開 ご も に 短い の ヤ は で まじ す 隔 織 % ン め イ 図 ダ り 還 の 四 は 所 いい 齋 中 還 Si 
うう 上 日 トド に パ が ウ 広 フ か る レッ ズ 0O 姿 
や う 一 腐 す そ か っ な ゆ 端 ク 牲 に ん すら の 林 生還 E: 生 > の 間 陸 あの 提 に 2 時 に あ ( 二 本 3 
は “の 心 る 二 が て っ る 板 シ に 重 一 "に 詳 叶 用 喉 補 張 22 ン も キ に は さき O 消 
り ク し に 乗 えい た シ が ョ し 要 と で リ 2 縛 』 ES め S 紀 中 め 太 活 ド 似 冷 通れ ハレ し 
B ル た あ りり る る こ ャ か ン て と 加 す て 訂 織 4 6⑫ レレ 55 者 | "6 e 引 有る イ 美 
O マ の た る? > で 全 | な に いな 地 の の 引 議 計 % め ち | 叶 る と 欠 0 届 る 昌 ア “ 
ほ 、。 引 桂 りり 2 生 全 2 凍り 本 隊 人 0 半 2 本 3 毅 < 本 用 いい タダ や ーー どれ シカ "を の ルリ り る の も 前 リフ 
で 仕 一 す ろ 的 フ 小 し い ス 状 打 旨 玩 で 且 賠 獲 部 と " 多 ⑳ め 9 中 
戦 上 ド エ さ 有 わ お ン 発 得 分 の ま フ ク で 1] ドア 
う げ ラ ン ご こ 空 ン 化 は い レ ま 高 変 王 較 久 つ 。 由 で a 競 し で 伴 ロ ト S と 部 
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し て 素早 く ブ ラン キン グ を 変更 で きる 構 
テ 


GSP′ IN マー 色 っ 公 己 骨 を もっ 
公 の っ 6 色 某 旬 選 四 人 で 藻 由 し も " 
谷 依 @ 愉 天 せ 6H6 穫 半径 
IN で ミーG で AN さ 私 本 穫 現 ン " 
崩さ や を も っ ふさ ルリ 8 で し 0 公 さり 
せ 昭 0 し っ 所] 

の co の 3 お) ロー 眉 王 SQT 人 
ペー ヤ へ 公 遂 つっ ふさ ル 補 っ 人心 恒 
公 IN マ で く ー 到 ぐつ マン 芳 公 で NG 漠 
生 -JHS で で ne.IN で AN/7Kp 
10 で 刀 ) く で ミー ドー や” ロー 尺 
一 色 ト ロ ヘ ーー ゴロ 舞 選 で 選 )))” 臣 
圭 静 諸 ト N さ ー せ NN ロ ヘ て ーG 選 りり ? ユ 
キ せ XR 日 ボ さ 人 トー” 柱 己 く INA 
KG 忠 量 せ 征 唱 垢 つ で で 刀 必 7 
「 さ ・ ル A ぶ 区 し せ ぜ 竣 つじ し 公 さ ー せ ゼ 
坦 失 つ ね で 選 し も ? 回 電 N さ ー せ お ポ 7 
刈 選 臣 つの 麗 寺 し 区 の つ ン っ G 吉 h し 地 
で 8 っ っ 6G し 人” 陣 則 G さ 香 さ 
ー へ へ 思 リ ロー ペー 届 殆 本 yo 
っ 6 や" 回 HHN ユ ー キ 直っ くし 
ぉ "し 6@ じ "回 HHN ユ ー せ 玖 弄 い ] 
っ J 枢 で きっ っ WWG N ャ ー ユ へ 6G 半 
っ Se 々 マン 宮 NOT6nS 宮 時 Dr く で て 
6 つ 尋 ” 8 NH ロ A て 入れ へ トド ー 
KG に K 了 概 や っ で し "NN ユー キャ 
へ AG で へ て HH ト ロ 色 掴む じ つ 
HenJ2-IN マ ベー ヘー ロー さじ 0 
さ ン で で し つっ 6 屋 " NSRHR9 
R 回 〇 選民 田 G る らい し セ 」 
N し じ 苦 財 G 郭 蛋 じ いさ ー せ 公 江 
他人 つ し ろう や や る 心 補 色 人 時 RHRp 


ーー ーー - ーー い 9 - ーー 
= きき 、 3 ッ 章 画 つ 尋 りり うけ パ さ や" 下 骨 球 明 じ Y0 


応じ て 細か く 、 
つい て も シス 


に 


ブレ ー キ 温度 を より 細か く 管 理 し や す 
ドラ イト 


プ の 1 枚 モ ノ | 
レー キ の クー リン グ 
コン ディ ショ ン の 変化 
く な っ た 。 ラ 
ム と デザ イン が アッ プ デ ー ト され て いる 。 


( 


部 形状 
2022 年 仕様 で は 比較 的 


部 の 内 i 


肖 


70Y074 が 777 月 YB 凡 / LM7 


ア に フラ ッ プ を 設置 し て い 


に が 、23 年 仕様 で は フラ ッ プ が な く な り 、 


直し た 。 


性 追求 で エク ステ リア を 準 全面 改良 


ン セ プ ト を 継承 し つつ 、 開 口 


ラッ ト な フロ 


フラ ッ プ を 廃止 し 、 跳ね 上 げ タ イ 


を 大 きく 見 


フ 
た か 
ーー。 
自 


ロン ト ダ ウン フォ ー ス の 安 


り ロ ヘー ロー さ つ 和 を セン きせ め っ 候 
「 細 則 Sp 半 人 SN6 つ 7 攻 や 知 っ 人 る 
回 咽 つじ し っ 6 公 ^ 茶 揚 時 公 っ 息 


g80' 
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57/E PDM7OUDA 


サイ ド ポ ン ツ ー ン の 絞り 込み は 
や り 残し て いた “宿題 " 


回 皿 フ ロン ト セ クシ ョ ン か ら 取 り 込 ん だ エア を 、 フ ェ ン ダー サイ ド の いわ 
ゆる グラ ンド キャ ニオ ン 部 を 通し て 側 方 に うま く 流 し て いく た め 、 特 に サ 
イド ポン ツー ン 部 分 の 絞り 込み が 強め られ た 。「 後 方 に 向け て いか に うま く 
空気 の 流れ を 作れ る か 、 ち ゃ ん と 空気 が 抜け て リヤ ホイ ー ル アー チ の 風 を 


制御 で きる よう に 絞り 込み を や っ て いこ うと 開 


発 を 進め まし た 。 最 初 に 出 


し た クル マ で は 少し 時 間切 れ に な り 、 や り 切 れ な か っ た 部 分 を プラ ッシュ 


アッ プ し た か た ち で す 」 と 加地 氏 。 回 リヤ フェ 


冷却 ダク カト は ドラ イブ トレ ー ン 用 と プ ブレーキ 


ンダ ー 先 端 部 に 設け られ た 
に 仕切 られ て いる 。 以 前 は 


縦長 だ っ た が 、 ス クエ ア な 形状 に 。 サ イズ も 大 きく な っ て いる よう だ 。 


EAA 5EC7/DM 


ディ フュ ー ザ ー を 大 型 化 
細か い 詰め の 作業 も 続く 


回 リヤ セク ショ ン の 基本 的 な デザ イン は 2022 年 仕様 か ら 
大 きく は 変わ っ て いな い 。 し か し 、 デ ィ フ ュー ザー は か 
な り 大 型 化 され 、 特 に 横 方 向 に 拡幅 され た 。 そ の 上 部 に 
は プッ シュ ロッ ド 式 の サス ペン ショ ン が 見 える 。 エ ンジ 
ンカ ウル の 後 端 部 に は 左右 と 中 央 3 カ所 に ガー ニー フラ 
ッ プ が 追加 され た 。 空力 の ディ テー ル を 詰め て いく 作業 
は 進行 形 の よう だ 。 回 この 写真 で は 見 え に く い が 、 リ ヤ 
ウイ ング の メイ ンプ レー ン 部 上 部 に は フィ ン 形 状 の サポ 
ー ト ステ ー が ふた つ 追 加 さ れ て いる 。 全体 と し て は 、 主 
に リヤ 側 で ドラ ッ グ 抑制 を 狙っ て いる よう だ 。 
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ブレ ー キ の コン トロ ー ル 性 を 
昨季 か ら 大 幅 に 改善 


50 リ 5PEMS/DM 


"豊田 邊 動 織機 


ブレ ー キ と 、 メ 


大 


こと 【 
い 。 サ 


( 


高 


状態 の SR010。 こ れ ま で は 、 シ ング 


回 了 四 フ ロン トカ ウル が 取り 外さ れ 、 ジ ャ ッ キ で リフ 
た 


ト ア ッ プ され 


ル の フロ ント モー ター に よる 協調 回 4 


カ 


ちか ら の 評価 も 


制御 を 見 直し 、 フ ロン ト の ダウ ン フ 

ォ ー ス も 向上 させ た こと で 非常 に コン トロ ー ル し や 
と ドラ イ バ ー た 

スペ ンション は 前 後 と も プッ シュ ロッ ド 式 を 踏襲 。 フ 

こ あ る ブル ー の チュ ー ブ は サ 


な が 。 


だ 


カル の リヤ ブレ ー キ の バラ ンス を と る 


労 し て き 
すく な っ 
ロン トウ イン ドウ の 前 ! 


昨年 の ル し ・ マ ン と は 


見 える 。 


ー ド エレ メン ト と 思わ れる が 、 


若 


な る パー ツ の よう (! 


異 


量化 


も 向上 


以上 軽 
リティ 


ライ バビ 


エン ジン と バッ テリ ー で 10kg 


制御 系 の 改善 で ド 


Q (⑤ 舞 下 則 で ) じゃ "KW っ G ゼ を 
や HH AA) く て 公 ト ユー ビビ 円 悪さ 
球 財 et6 や で RS コマ ペイ 6 細 形 
や 人 抽 つ つつ 7NvJS っ 光 由 
GX ヘ ミー 公 履 串 0 じ 詳 填 つじ ン で 
し” っ J 呈 栗 穫 時 喉 つ S 公 で 詳 
咽 や も NG っ 愉 JIJNO 公 穫 選 昭 補 下 
し を で レン で Hf つ ? 6 選 日 A 人 AA 
で う し せ Kw0 て IN させ SS 公 で や 
GS じゃ 公 "WM 茎 幸 @ 固 し 押 時 換 つ 公 び 
刀 誠 jp 的 で 6 し "の ーS き 短 明 崩 
計 更 咽 個 つ 46 つ 玉 ] 

く ト ーー ペー へ 6G く N ト ポー ドル へ KK ロ 
臣 つ し "へ 香 昌 ペー へ 本 来 S で 
で 選 くく トー ドー トロ 准 昌 や Ke 泡 散 公 麗 
t9 公 [mon ウ N ロ ヘー ロー ペー 
te 編 時 公 蔽 ぐし っ teG” 多 せ 
S 補 を さる や 心 公 っ G じ し じゃ 公 ” 蛋 早 
圭 G 交 リロ パケ IN で てく トト ヾ で 友 
ン S い ひし っ も 6 トー ドー トト 
JC も teGp 棚 款 つり 罰 盾 じ せ で っ 6 
し ^ 相 財 っ QNO 押 店 つじ し | っ 
っ 直 量 @ 単 くじ っ 了 も | っ 忌 " 


リン TH ぶつ 
時 て 呈 @ で > 眉 
入 い 包 届 心 で 咽 
さ 避 誤 型 選 っ 人 

( 利 路 守 お 
o 革 ご 9 舞 っ 

。 ョ ン ウ 品 じ 。 
半 則 当 コ 記 3 
で っ な で 
net 電 も で を 7 まっ 1 
図 玉 豆 マ せ Sie 
唄 料 古 貴 ン 席 っ 
設問 衝 虹 る し 
下 | 避 公 位 おぉ で 
寺 jp ey 叶 や 
堅 昔 っ り 地 尽 る 地 
0m 表 じ no 時 揚 p 
を し つ 人 So SR 壮 
で 甘 地 も に 本 
咽 10 臣 久喜 下 了 
則 雲 壮 吾 や トレ 
せ 詳 や 相 で AS 0 
へ へ 選 玲 ネ K や 
公 尋 KS て トミ ロ 
へ 振 要 へ トキ 
H 尽 葉 回 六 K ヾ SS 


ー ト レー ン 、 シ 


の 加地 政 哉 氏 は 、 WEC の プロ 
企画 、 パ ワ 


車 


き 来 。 
ャ シー な ど 全 体 を と り ま と め て いる 。 


ジェ クト リー ダー と し て 日 本 と ドイ ツ の 
E を 2 


トヨ タ 自 動 


TGR- 


NG 潮 仏 ” 想 下 ぶ て 47 へ 選 の さ 生 日 
ユー へ 本 へ 隊 條 6 旧 宗 人 で SS 公 で で 
1 うり し 個人 色 し WW し っ SS で 
へ ND 了 区 愉 べべ 外 引 線 匠 概 
情 ト へ 中 ロー ミミ ー 選 っ け 手 * く Y「 眉 
革 G ふ ミル レロ 表 NG | 暴 6 也 似 平 郊 
肝 幅 し も? 取 四 型 NT ヘ て ロー さ 聞 色 
写 二 つつ 忍 」( 宗 理 則 )" 

理 必 議 計 公主 つっ いで くさ 司 届 思 
骸 い で 人 S” 喘 四 筐 GSG く て ミー ドー 
te らら く で て で 公 つ 人 ケ 3^ 翌 珈 で 


普 現 握 下 由 S NRN ポ ドール へ KK っ JAM 


胡 和 HK 可 り 欄 本 つね り っ 選 で" 
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西 衝 楓 CN , 百 画 浴 本 uNMl 

tt は kgt frlhde【 い に すす に 』 

SS 口 T は と 党員 

ーー と は ざさ へ 灯 は 8 と と ゆ 評 き 有 ぶ は 滞 
さき ご @ 8 宮下 潤 征 司 央 下 


さき 並 豊 宙 個 芽 思 で 可 瀬 の いで 女 u 汗 古 司 工 四 


ー で い ユ 司 華 皿 S き せ S と ン 評 中 で 潤 是 個 旦 皿 
いい いき うに) れれ Ye に すす に は 


[快適 自転 
著者 : 瀬戸 詩 祐 


NP0 法 人 自転 車 活用 推進 研究 会 理事 
(一 社 ) グ ッ ド ・ チ ャ リズ ム 宣 言 プ ロジ ェクト 理事 
よみ うり カル チャ ー 講 師 ほか 


好評 発売 中 
定価 : 1.87 ロ 円 (税込 ) 
四 六 判 : 3BB ペ ー ジ 


代 バ ソ コン か ら https://shop-san-ei-corp.co.jp/ 回 R 計 回 

ゃ KG に の 表 

mm クレジット カ ー ド 払い の 手数 料 無料 念 お 電話 で 03-5357-8802 受注 セン ター( 平 日 10:00-17:30) 医 ば て 
還 代金 引換 払い の 手数 料 :300 円 Eee 
I ロ お Es 


株 式 会 社 三栄 販売 部 〒163-1126 東京 都 新宿 区 西新 宿 B-22-]1 新宿 スク エア タワ ー26F 


行っ て きま し た 、 WEC&IMSA の 耐久 2 連戦 [スー パー セブ リン グ 」! 
舞台 は 、 アメ リカ 耐久 レー ス の 聖地 と し て も 知ら れる 

米 フ ロリ ダ 州 セブ プリング ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル ・ レ ー ス ウェ イ 
普段 は ヨー ロッ パ を 中 心 に 取材 を し て いる 僕 に と っ て 

アメ リカ の 耐久 レー ス は 新鮮 で 驚く こと だ ら け 

し か も 1000 マ イル +12 時 間 の ダブ ル ヘ ッ ダ ー( 笑 ) 

本 誌 編集 部 の リク エス ト も 多彩 で だ いぶ 削ら れ た 気 も し ます が 
最高 に 楽し く 、 充実 し た ウイ ー ク エン ド で し た 


WE///g as テー イ = アー を -] 6 9 フリ バ ゲ 『 全 り 4 の 7 


“パン ビー" を 超え た 路面 ! 
で も アメ リカ で は 「 み ん な イコ ー ル じゃ ん 」 ( 笑 ) 


路面 は ツ ギ ハギ だ ら け 。 WRC の 取材 で ひど い 舗 装 路 に は 慣れ て いる 
僕 で も びっ くり する ほど ガタ ガタ 。 セ ブリ ング の 非 公式 (?) キャ 
2 お の 4 クニ ジジ 3 は 害 )C ペ RDG ベジ シク ジン 22| 証 1 還 計 目 2 や ヨ IE 
パ な らい わ ゆ る “お まゆ う " だ と 思い ます が 、 こ ちら の 人 は 「 え 、 み 
ん な 平等 じゃ ん 」。 ス ッ 飛 ん だ 先 に は 赤土 の 大 地 が お 待ち で す 。 


オー ラン ド 国 際 空 港 か ら 
クル マ で 約 2 時 間 
日 本 か ら 行 く 場 合 は だ いた い オ ー ラ ンド 国際 
空港 を 使う こと に な り ま す 。 デ ィ ズ ニー ワー 
ルド な どの 玄関 口 で す 。 サ ー キ ッ ト は フロ リ 
ダ 州 の 真ん中 あたり 。 こ こ か ら ク ル マ で 南 に 
約 150km、 2 時 間 く らい 。 ほ ど よ く 田 舎 で す 。 


ホン ト に 飛行 場 の 
すぐ そば ( 笑 ) 


セブ リン グ は 、 も と も と ミリ タ 
リー 飛行 場 だ っ た パブ リッ クエ 
アポ ー ト の 滑走 路 の 一 部 を コー 
222 介 っ CU ます ラー ニン 
13 一 15 に 隣接 する エリ ア は いま 
も 飛行 場 と し て 普通 に 使わ れ て 
いて 、 レ ー ス 中 も 飛行 機 が 離 発 
着 .「 だ っ た ら 、 すげ 一 便利 じゃ 
ん ! 」 と 思う か も し れ ま せん が 、 
日 本 か ら 行く 場合 、 こ の 空港 は 
まず 使い ませ ん ( 笑 )。 


十 損 敬介 の セブ リン グ 紀 行 


フレ ク 多 ク 履 た 双 っ て 


Text & Photo @ 古賀 敬介 (Keisuke Koga) 
Photo @ LAT Images/Sebring International Raceway 


LAT Images / Richard Dole 


Sebring International Raceway 


ファ ンジ オ 、 モ ス ら も 走っ た 
70 年 の 歴史 を 有する コー ス 


サー キッ ト の 歴史 は 古く 、 オー プン は 1950 年 。 
1959 年 に は 1 回 だ け F1 ア メリ カ GP が 行なわ 
れ ま し た 。 観戦 エリ ア に は 、 セ ブリ ング 12 時 
間 で 2 回 優勝 し た (ファ ン ・ マ ヌ エ ル ) ファ 
ンジ オ の 名 を 冠 し た テラ ス も あり ます 。 


IM KKoga 


7 アノ クラ 八 
RACE STATION 


ここ は アメ リカ 、 主役 は IMSA 
- :。 で も 「 世 界 選手 権 ] を 
> も うち ょ い リ スペ クト し て よ ! 


* マ スス 二 が 語 E リ リ ン グ に 行こ 2 か な ご と 考え ①② る 方 が だ ら 
- 注意 ! 「 日 曜 は レー ス が な いか ら 土 曜 が メイ ン ね 。 だ っ た ら rt 。 序 
) ゆっ くり 行こ う 」 な ど と 余裕 を か まし て いる と 、WEC が 終わ | KKogm 

0 Gi ま 和 区 才 な が 55GGKSG3 り 5 まれ 2 の 二 そ の た 二 ( の 2 な に 電 と 
も 今年 は ) 土曜 開催 の メイ ン イ ベン ト は IMSA の ほう で 、 WEC 
は 金曜 決勝 な ん で す 。 WEC は サポ ー ト レー ス 扱 い 。 WEC の パ 
ドッ ク は 質素 と いう か ……。 フ ェ ラ ー リ な ん て 、 ワ ー ク ス 復 
帰 初戦 だ っ た の に 。 一 方 、 IMSA は チー ム ご と に カッ コ い い 作 
業 ス ペー ス を パドック に ドー ン と 展開 。 グ リッ ドウ ォ ー ク 兼 
ピッ トウ ォ ー ク は 超 満員 札 止 め 状態 。「 ア メリ カ 
で 耐久 レー ス っ て こん な に 人 気 が あ る ん だ 」 と 
猛烈 に 感動 し まし た 。…… に し て も で す よ ね ぇ 。 


| 男 
敗 HE 
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ラ 2 層 RgR あれ れ っ !? 日 本 で も 見 か けた 顔 が ……? 
ロト タイ プ に は タ 陽 が 似合い ます ね ライ アン ・ デ ィング ル さ ん 2? 去年 まで GT や SF で 活 
// 躍 し て いま し た が 、TGR-E の 求人 に 応募 し 、 今 年 は 8 
思 の トラ ッ ク エ ンジ ニア を 務め て いる ん だ と か 。 
IMSA の BMW チー ム に は トム ス や ニス モ で 働い て いた 


ここ の 夕陽 は ホン ト に きれ い 。 最終 の ター ン / 礎 和尚 
17 は 「 サ ン セ ッ ト ベ ンド 」 と 命名 され て いる 人 
ほど 。 た だ 、 ド ライ バー に と っ て は 逆光 の 要 
注意 コー ナー。 タ ー ン 16 は 夕陽 バッ ク の 撮影 
が 可能 で 、 各 チー ム が よく 使っ て いま す 。 


トミ ー 小 笹 さ ん が 。 彼 の 現地 面白 情報 は as-web で ! 


「 肉 と キャ ンプ ] は 正義 ーー ご 電 示 
KKoga 取材 し て る 場合 じゃ な い ( 笑 ) 」 深 
観戦 エリ ア は キャ ン ピ ン グ カ ー だ ら け 。 巨 大 
ニュ レー な キャ ン ピ ン グ カ ー を マッ チョ な ビ ピック アッ 
こっ ちの トラ ン ボ が プ で 引っ 張っ て くる の で す 。 そ し て 、 そ こら 
めちゃ めちゃ カッ コ い い 件 中 で お 内 を 焼い て いる いい に お い が 。 な せ 侯 


周作 事 3S 炒 :q 必 おま 5) だ の が 2 軸 ( 笑 ) 


IMSA の パドック は 「 ザ ・ ア メリ カン 」 な 雰囲気 。 と いう 

か 、 ア キュ ラ ARX-06 で 出場 し て いる ウェ イン ・ テ イラ ー 

ョ ジニ シシ ンク の ドラ シン ポ は カン ョ ES で | 還 う 請 と い 
/ うわ け で 、 セ プリ ング か ら お 届け し まし た ! 
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て 2 2 PA 
A\ ーー Pe 


HI40 
骨 


卓 4- 


ル ・ マ ン を 4 連 和 覇 し た 伝説 の GT マシ ン 


(eill2 一 


ズ と と も に イギリス に ラ ォ ー ド ・ ア ド ヴ ァ アン スト "ウィ ー ク ルリ (FAV) を 設立 し 、 


こよ る ル ・ マ ン 制 覇 を ター ゲッ ト に 定め た フォ ー ド は 、 当 初 は ロー ラ カ ー 


そこ で 車両 を 開発 し て いた 。 こ の 後 、 キ ャ ロ ル ・ シ ェ ル ビー の シェ ルビ ー・ ア メ 
リカ ン が 参画 。 プ ロジ ェクト の 中 核 と な る と 、 フ ォ ー ド GT40 と その 発展 型 の フォ 
ー ド GT マー ク IV で 1966、 67 年 と し ・ マ ン 2 連 笛 を 達成 。 FAV の 施設 を 受け 継い だ 
ジョ ン ・ ワ イヤ の JW オ ー ト モー ティ ヴ エ ンジ ニア リン グ の GT40 も 68、69 年 ( 写 


真 ) を 制す 。 フ ォ ー ド は 「 高 性 能 ] の ブラ ンド イメ ー ジ を アピ ー ル する こと に 成 
功 。 そ れ は 創業 者 ヘン リー・ フ ォ ー ド の 手法 で も あっ た 。 


断 て へ 時 ン 動 フ を ろ の シ 
らい 買 財 制 強 + 払う が ン ア 
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北米 か ら の ル ・ マ ン 挑 戦史 

か い “America as No. 1” の 国 か ら 、 ヨ ー ロ ッ パ の 

ル ・ マ ン に 参戦 する 自動 車 メ ー カ ー や ドラ イ バ 
ー は な ぜ 絶 える こと が な い の か 。 答え の ヒン ト は 、 


アメ リカ と フラ ンス が 紡い で きた 歴史 の 糸 を 解い 
て いく ほど 見 えて くる 一 一 。 
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ル ・ マ ン に 現れ た 可変 迎 角 ハイ マウ ント ウイ ング 


テキ サス の 石油 王 で レー サー の ジム ・ ホ ー ル は 、 レ ー サ ー の ハッ プ ・ シ 
ャ ー プ と シャ パラ ルカ ー ズ を 設立 。 技 術 者 で も あっ た ホー ル は 空力 を は 
じ め 、 先 進 的 な 手法 で レー ス に 挑ん だ 。 シ ャ パラ ル の マシ ン は スポ ー ツ 
カー レー ス で スピ ー ド を 披露 。1966 年 の Can-Am シ リー ズ で は シャ パラ 
ル 2E に ウイ ング を 導入 。 翌 年 に は FIA ス ポー ツ カ ー 世 界 選手 権 に 本 格 参 
戦 し 、 可 変 迎 角 ハ イマ ウン トウ イン グ 装 着 の 2F (写真 ) を 投入 し た 。2F 
は シボ レー の 7 @ V8 の パワ ー も 相まって 速 さ を 示す も 、 ル ・ マ ン で は 2 
敵 宮 あみ テア テリー と トラ ンス スミ ツン ョ ンー の トラ アル LoU2 7 が っ 
こ か ら F1 を は じ め 、 欧 州 の レー ス 界 で ウイ ング が 流行 し た 。 


灯す 厚 訂 で 全 導 末 お 新 亡 導 4 デ WEr//e Mans プロ ラミ 
北米 か ら の ル ・ マン 挑戦 史 


頼 N 半 9 理 一 オー メ 司 虹 世 


田 台 て (て 芋 いき こざ 演 困 僅 浴 (y 詩 汗 


名 前 に 相応 し い 、 多 和 な 82 V10 搭 載 ュ な の と ロ B 1 を 後 9 の こま 陸 が 
1980 年 末 代 に フォ ー ド を 退任 し 、 上 級 生 社長 と し て クラ イス ラ 02 02 RSGNRPOU 2 
ー に 移籍 し て きた ボブ ・ ラ ッ ツ は 、 ク ライ スラ ー 車 の ハイ パフ ツラ | シ で 9 常 ポ 年 ン ム も 5 補 
ォ ー マ ンス 化 を 計画 する 。 そ の 開発 に は キャ ロ ル ・ シ ェ ル ピー の 導 人 M 92 EC だ の 2 
も 参画 。 出 来 上 が っ た クー ペ は コブ ラ で は な い が 、 や は り 「 毒 | | 製 ア ル 耳目 | 二 の ボウ ニン / 
蛇 ]」 を 意味 する 「 バ イ パ ー」 と 名 づけ られ た 。 こ の バイ パー シ 2 レ 造 メ ビ ド 2 し c 度 G 中 ア 多 
リー ズ か ら 、1995 年 に は GT レー ス 用 の GTS-R を 発表 。 オ レ カ を | “* り | ラス て コ 参 4 9 時 メメ で 
と レイ ナー ド の 協力 で 実現 し た GTS-R は 、 排 気 量 8 4 、V10 参 ス こ カ は イト 認 ル 戦 ・ 5 代 リ ル 
然 吸気 エン ジン の 特大 パワ ー を 活か し て 、 ヨ ー ロ ッ パ と アメ リ 戦 誤 % ジ 別 欠 多 知 2 空 展 用 ( 尽 効 
カ の GT レー ス で 目覚 まし い 活躍 を 見 せ する 。 し ・ マ ン に は 、 バ イ さ 両 を で 退 | ・ さ ツ 終 で 年 入 の マ 
パー チー ム オ レ カ が 1996 年 か ら 参戦 開始 。1998 (写真 )、1999、 = 陸生 の 2 二 全 あ の E て 人 に ま ニ クス 光 に き ン ーー ン 
2000 年 に クラ ス 優 勝 を 果たし た 。 ミ る デ | 張 門 | を 容 半 ララ 基 ぞ で 光 留 
ロ 上 2 中 | テ い 復 が スリ い ・ 時 

愉 師 少 め 計 5 帰 / 頒 光 く 《 マ 同 

Sutton Images 肖 れ ナ し カ (の ) レン で F 5 勝 ナ | ン 居 
O き ポ 界 い 2 6 20 7 計 公 多 が 
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年 ル 手 | N も | 車 パ て ト 6 G の 

・ N を に ・ 権 A 石 A 強 A の ラ い を 4 T ル 

P. ニ ュー マン 、 P. デ ンプ シー ら も 挑戦 クア 欠 次 陣 ママ 門 恋 光生 め 刻 く 表 征 多 : 
8 ゆめ ゆ 則 少 め ルル ジ @⑯ 導 人 六 中  / 多 用 マ 

ステ ィ ー ヴ ・ マ ッ ク イ ー ン は 『 栄 光 の ル ・ マ ン 』 を 製作 し た が 、 ジ @⑥ で 和夫 S 窓 欠 ? 紹 人 AA 天界 メル 同 | 隊 角 多 
ル ・ マ ン の 実戦 に は 出 ら れ な か っ た 。 映 画 『 レ ー サ ー』 の 製作 ス A い と A 統 す マ ッ R 引 選 ッ 9 時 ト フ 優 24 
・ 主演 か ら レ ー ス に 入っ た 俳優 ポー ル ・ ニ ュー マン ( 右 ) は 熱 は R る こ 車 括 と ンク と 剤 手 ト 6 期 " ォ 勝 時 
心 に 取り 組み 、1979 年 ル ・ マ ン で 総合 2 位 、IMSA GTX の クラ ル 会 * ろ 両 す い を に の だ 権 T 8 の 冒 | も 間 
ス 優 勝 を 果たす 。 俳優 ぶ ト リッ ク ・ デ ンプ シー も レー ス 活 動 に 2 尽 5 が 選 の 96 伺 き 賠 @ 六 XX 宇川 刺 ド に 叶 @ 
注力 し 、2009 年 を 皮切り に 13 一 15 年 に 自ら の デン プシ ー・ プ ロ 人 中 目 有 MI NIS MO 9 0 5 6 
トン レー シン グ か ら 出 走 。15 年 は LMGTE-AM ク ラス で 2 位 に 。 ン ル 点 戸 C 動 ス 世 と “か ル は 6 偉 G し 合 
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Motorsport Images 


間 - 上 ハイ ブリッ ド 車 は 予備 予選 落ち 


実業 家 ド ン ・ パ ノ ス は 息子 ダニ エル ・ パ ノ ス の 計画 に 出資 。 市 販 車 と レー シン グ 
カー 製作 に 入り 、 1997 年 か ら 始ま る FIA GT 選手 権 に 向け た マシ ン 、 パ ノ ス ・ エ ス 
ペラ ン テ GTR-1 を 完成 させ る 。 車体 開発 担当 は レイ ナー ド 。 フ ォ ー ド の 64 V8 
OHV を フロ ント に 搭載 する FR と いう 異色 の マシ ン で 、 ロ ング ノー ズ &V8 サ ウン 
ド と いう アメ リカ ン な パッ ケー ジ で 挑む も 、97 年 ル ・ マ ン (上 左 ) で は 2 台 と も 
リタ イア に 。 だ が 、 翌 年 は 2 台 の うち 1 台 が 7 位 チ ェ ッ カー。 こ の 年 に は ハイ ブ 
リッ ド の 0Q9 ハ イブ リッ ド (上 右 ) も 参戦 。 ハ イブ リッ ド シ ス テム の 不調 で 予備 予 
選 落 ち し た が 、 か つて の LMP1-H、 現 在 の ハイ パー カー の 先 を 行っ て いた 。 
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50 年 ぶり の 「 フ ォ ー ド vs フェ ラー リ 」 第 2 幕 


2005 年 、 フ ォ ー ド 100 周 年 を 記念 し て 、GT40 の 再来 の よう な フォ ー ド GT が 製作 


され た 。15 年 に は その 第 2 世代 モデ ル も 登場 。 こ れ は LMGTE 向 け の 車両 で 、 フ 
ォ ー ド ・ パ ア ォ ー マ ン ス ・ ヴィー クル ズ と マル チマ チッ ク に よる も の だ 。』 フ ォ ー 
ド GT40 の よう な 顔つき だ が 、 空 力 性 能 は LMGTE と し て 洗練 され て いた 。 エ ンジ 
ン は 新設 計 の 3.5 2 VP ツ イン ター ボ 。 レ ー ス に は フォ ー ド ・ チ ッ プ ・ ガ ナッ シレ 
ー シ ン グ と し て 参戦 し 、 デ ビュ ー 年 の 16 年 に 68 号 車 (写真 ) が ル ・ マ ン で 50 年 ぶ “打倒 ヨー ロッ パ 車 "を 原動力 に 
り に フェ ラー リ を 破っ て クラ ス 優 勝 と いう 新た な スト ー リ ー も 生ま れ た 。 


シボ レー・ コ ル ベ ッ ト は その 始ま りか ら ヨ ー ロ ッ パ 的 な スポ ー ツ カー 志向 だ っ た 。 
初代 モデ ル の マイ ナー チェ ンジ を 担当 し た ゾー ラ ・ ダ ント フ は 、 ア メリ カ の スポ 
ー ツ カー レー ス を 席巻 し て いた 欧州 車 を 打ち 負かす こと に 目標 を 設定 。 こ こ か ら 
コル ベッ ト の 将来 が 固まっ て いく 。 1999 年 に は 第 5 世代 コル ベッ ト で GT レー ス 
仕様 の C5-R が 作ら れ 、2000 年 に は ル ・ マ ン に も 参戦 。01、02、04 年 に STS ク ラ 
ス で 優勝 し た 。 以後 、 コ ル ベ ッ ト は C6、C7、 リ ヤミ ッ ド シッ プ と な っ た 現行 C8 ま 
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つい に 半 世 紀 を 超え た 国内 トッ プ フ ォ ー ミ ュ ラ の 歴史 
新た な 一 歩 と な る 今年 は 新型 車両 |[SF23」 が 導入 され 
海外 か ら 実 力 派 ドラ イ バ ー が こぞって や っ て きた 
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さら に 人 金曜 日 に 予定 され て いた フリ ー プ ラク ティ ス も 
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了 。 初 め て の 走行 機会 で 、 ぶっ つけ 本 番 で の 勝負 と な っ た 


全員 が “ゼロ か ら の 戦い "で 求め られ た の は 
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すき 時 の 慎 箇 選 さ ーー コ し 匠 研 


“理詰め だ 硬 議 


鈴鹿 の 公式 テス ト で は SF23 に 頭 を 悩ま せ 
八方 塞 が り だ っ た は ず の TEAM MUGEN 

と ころ が 開幕 2 戦 で 連続 PP を 獲得 し 

第 1 戦 で は ロー ソン が 、 第 2 戦 で は 野尻 が 優勝 
SF19 の ノウ ハウ が 使え ず 、 デー タ も 不足 する な か 
彼ら は な ぜ 最 高 の 結果 を 残せ た の か 
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@2023 年 SUPER FORMULA 第 2 戦 富士 決勝 リザ ルト 


2023 年 4 月 9 日 晴れ ンド ライ 


富士 スピ ー ド ウェ イ (4.563km) 


| 和 Driver Time / Delay Best Time Grid Q Gr. 

1 1 野尻 智紀 TEAM MUGEN 41 1:03'04"489 1'24"159 1 A 
38 坪井 翔 P.MU/CERUMO・INGING 41 1'643 1'24"162 SS) A 
3 3 山下 健太 KONDO RACING 41 3"102 1'24"387 6 A 
4 37 宮田 莉 朋 VANTELIN TEAM TOM'S 41 3"693 1'24"007 罰 A 
ら 15 リア ム ・ ロ ー ソ ン TEAM MUGEN 41 6"926 1'24"162 4 B 
6 の 小林 可 夢 偉 Kids com Team KCMG 41 9"175 1'24"412 11 B 
6 12 福住 仁 准 IhreeBond Racing 41 15"386 1'24"759 10 B 
8 5 牧野 任 祐 DOCOMO TEAM DANDELION RACING 41 20"088 1'24"669 12 A 
9 65 佐藤 蓮 TCS NAKAJIMA RACING 41 20"235 1'24"278 14 A 
10 39 阪口 晴 南 P.MU/CERUMO・INGING 41 22"153 1'24"488 8 B 
11 14 大 嶋 和 世 docomo business ROOKIE 41 23"407 1'24"694 18 A 
12 50 松下 信治 B-Max Racing Team 41 27"037 1'24"'953 8 B 
13 19 関口 雄飛 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL 41 27"863 1'24"843 15 B 
14 4 小高 一 斗 KONDO RACING 41 30"724 1'24"895 4 B 
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18 Gi ラウ ル ・ ハ イマ ン B-Max Racing Team 41 50"709 員 25 訓 08 23 A 
19 6 太田 格 之 進 DOCOMO TEAM DANDELION RACING 41 53"974 1'25"358 22 B 
20 5 湯 都 史 樹 TGM Grand Prix 41 56"562 1'23"514 8 B 
21 20 平川 亮 ITOCHU ENEX TEAM IMPUL 39 2Laps 1'24"282 PM A 

36 ジュ リア ー ノ ・ ア レジ VANTELIN TEAM TOM'S 7 34Laps 1'25"472 19 B 
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ヒヒ ふ 結 2 想 ふ 吾 
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「 舞 分 ー ペ ホーK 玉 ー ヘ へ ロ 報 妖 Q 
UESJEVEiEh ュ ンド SA0E さ に Si 
ふ や へ 尼 マ エ ゼ 翌 羽 ) く KAJTNIN へ 
6 胸 也 公選 ン マン NGS 公 ヤー ペー 
K モ ー ム % ス 選 癖 所 画 〇 し TINT 公 へ 
K ペ ー、 ロ で や 刀 うう 昭 で し っ keG や 
セ 」 っ り 昌 NeG" K ふ や へ マモ G や 
へ 心 さ と 2② い や ヘ ペ ーG 性 芝 路 交 
SMJGTN ロ AHN て 6 吉 時 届 可 Ne 
コス ・ 公 mA へ 下 

「 衣 ふ や へ ふ マ キリ) つ し じゃ ^ 陣 せ 
INA を テマ ペー 仏間 2J 蛋 0p で 等 下 〔 
っ 6S』 つ っ 璧 妥 束 公介 や 李 本 "TNI 


ヾ 赴 征 6 一 
ト 振 吸っ 。 
。 旨 に 革 妨 由 
- や ふせ @ 絢 蝶 
へ 由 結 醒 妃 六 
ヾ 條 震 玖 尋 和 へ 
心 尽 ー キ うっ m 
1 倒 そ し 7 
yp お SA っ ペ 
te 。 葉 琵 mm 
くべ SQ つ 上 職 公 
S な 個 ら ・ 
く べく 咽 指 さ 
て 諸 提 し 
ンジ 1 お も や 


ヘマ ペー 公男 性 お 下 電 つじ し っ NG 
SG じゃ 公 ” 0G ロ ロー ペー ドー 公 交 
咽 の ^ K ふ や へ マ と G 表 CO 愚 皿 で 
置 ボ 王寺 0 や 刀 う の 昭 0 レ っ っ 
」 

「 代 ふ や へ ふ マ ヤキ 6 崩 R 民 IE 六 る 
せ ^ 判 具 ぐ 中 ぶ マ エ ペ ー ド ーー 臣 十 公 
つら 6*0s 寺 \@ ヘ ユー 人 K 公 悦 人 SQ で 6 セ 
公判 本 品 中 じ jpN い つ 玉 下 
ユー 公 芝 得る や 代 っ " Kー ミ ー の ヒ 
SIJG ヒ の ONmmCNI の ュ 
ら つ 尽き っ ” NTJ し 者 ぶせ 上 )G へ ハ ユー 
代 鈴 萩 つ し 作 ふ や へ ふ で マキ 6 形 置 R 
因 世 つ や で 3 提 C6 つ 」 の く 六 
往 忠 せ 昌 wo" 

家 ふ や へ 紀和 で レー)G ヘ ユー 人 KK 
末 導 ke スト ホー ゼ っ "て キ 怠 中 
G 詩 明り Se 括 画 @ て へ ヘ ホ へ 日 環 せ ト 
お へ @ 毛 ン じ ” 呈 履 せ 麹 っ 回 やせ S 
っ ” 血 岡 人 りお Kー ミ ーー に KK ふう) 
っ 心 ぶ マロ ヘ ント で 信 還 へ 公 KGA 
ユー 人 K 公 G 人 RS" 還 攻 で Q46 人 ロー 
ミロ 時 放 eK マモ ペー ドーQ 妃 いり 個 
地 絡 / ひ JJ 公 し WOto" 


GR め や 1 。 
エ 百 し X 叫 セ 
ヾ 宙 尋 ざ キ 
人 公 で で や 
へ 心 統 WW し っ 
や < く 先 や し 。 つ し 
で ヽ で や , 公 下記 つつ 
代 ささ う 必 條 玉 
ド 豆 人 Q り っ し / 刻 
三 臣 te や し 馬 心 
還っ か で 半 マ 
さ で 替 皿 国 じ wo 
ミ し 軸 ざ ささ 
電マ 9 玉 | も 
王 抱 中 で 下 色 
足 心 し 遇 繝 交 や 
うつ 全 公 台 
巨 選 く 由 所 中 te 
- コ の WC 尋 G セ 
ミ 名 貴 葬っ 1 礼 
8 」 ビ 上 珈 的 式 期 


1J 心 つじ 宮東 G に の 8 NmEN 
ooo 忌 べ 境 話 玖 醒 環 つ 刀 人 へ や ヘ 
で 〒 公 TNINH 色 本 本 さ 和 へ 
ー 人 KK し 時 マト へ キミ 本 全 暮 お 
SQ 時 忌 @ 給 4m" 人 Q 寺 民生 ー ミ モネ 
公 信 TA うり 眉 紀 mo 抽 喧 つ 玉 ” 企 帳 せ 
40:QSK@ 相 へ へ キミ さ ト NNW 還 可 つつ 


っ マン" 


下 環 や ベー ミーO ヒ 幸 話 


人 で 帳 せ mA・ 思 AN へ 吉 画 公 杉 陣 


明 ウ TH トー へ ASKGTJ ュ 7 


0 で 千 S 訓 玖 電 で 珈 -]G 
悪 貞 R” 黄 0 的 静 CIIHW7 輸 
Jp つう ヘー っ) うり)p 信 必 や 
へ 玄 マ キモ 6 頑 軒 せ 長 規 骨 呈 間 
ぐっ woNvn4? 

「 加 由 @ じ jp′ ペーK し か ゃ 茶 
竹 近 車 NR 公 陣 っ ホー TI 
ペー へ AA も SGP 中 幼 
痢 つづ "下っ 坦 明 は で 人 で お し 
っ 選 っ っ う 昭 っ 慣性 
英 嘱 人 か ホーK へ 忌 じ 骨 
史 Q” つじ 以 ふ や へ 系 マ キロ 
うい し せ " UNYG 刺 唱 m 晶 
NN9JD GDASNG" 

[ 窟 々 せ Fo の と Nm 


FN の 〇 っ こら 人 総 部 つ し じ 必 ふ や 
へ ふ マ キ G 協 置 R 届 可 つつ" 
G 違 K 一 ミー の ヒロ や 吾 宮 つ や 
っ っ 昭 せ し っ 6 セ 」 導 溶 
IEJIENKM 

「X ふ や へ マキ 赦 班 く 
く ト ネール へ K ぶ マキ ロ 幼 玖 
更 C じ っ ex" Nvn っ で 忌 崩 民 


選 ペ ーK じ 周 堅 つ ” 攻 @ 辿 TO NE 


さり jp トコロ ー さ つ っ G も セ 」 
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^T か te テウ の 86 Nm ビ NI の っ 
a <G 幸 疑 " !)G ペ ーK し 下っ 堤 明寺 
二 も JJ で そ ロ ー ミ 選 隊 岬 マモ 
野中 0p 個 揚 村 NO 畠 き ミーー 
ホー ふっ Jp 條 ペー 人 KK へ 社民 で 性 
ペー ドー 吾 幅 29 く S 則 醒 的 下 や レ 
ン St@G 到 "や つじ ベー ミー の ビ 約 疾 


い 芋 会 で っ ン @G 選 ” 著 つ 瓦 じ 


1J 
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いろ ん な タイ ヤ の 特性 を 


た し 、 
理解 し て いま す が 、TGR GR86/BRZ Race の よ 


ふ 臣 | や 
H しく 6 
公 険 1 外 
ロ 半 K ゼ 
hh 。 貴 
GS っ や 
マリ つ キ 
US 
3 才 に い 
SSSsS 
soih ロ し 
1 テマ 1 
ン デ 、 kJ の 
NH 品 K ン マン + 
必 幅 ヒト 宙 
そ | 邦 洒 や 愉 
K 三 司 っ ょ 
本 生じ で 
に 千本: 拓 
上 避 uQG 
し 85 で て で GO 


も や っ て きま し 


己 - 忠 自記 の mo ら np 9 〇 記 呈 トト ーK ATNAA RA 


こよ る レー ス は スー パー 耐 

・ ア ンド ・ ト ゥ を する の 

ろ 以来 で すね ( 笑 )。 ス ー パ ー 
少し ゃ や ら せ て いた 

た が 、 テ スト で 乗っ た だ 


| 


近い クル マ 【 


久 以 来 で す が 、 


淳 
ヒー ル 


ー ト で も タイ ヤ 開 発 は 
と は あり まし 


ー 


! 


] 
車 
だ いた 


販 
は SRS に いた 
GT や カ 


内 


| 340 号 車 ド ライ バー 
宅 
市 


た ち 
いと いう 意向 
タイ 
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と 思っ て いま す 。 
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車 
車 


内 


と は 市 販 


こ ど だ 
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中 
中 


の カテ ゴリ ー は 一 般 


で 結果 を 
ヤ に と っ て も すご く 良 い 


ea 


近い カテ ゴリ ー の クル マ の 動き 〔 


正直 純粋 な レー シン グ カ ー の ほう が 


( 


車 
ここ 


うな 市 販 

対し て は 、 

分 か りや すい で すね 。 ネ クセ ン さ ん は 自分 
の 技術 で タイ ヤ を 良く し て いき 

が あり ます が 、 

で すし 、 


こ 求 
も 
り ま 


まな いと 、 
ます 。 


な けれ ば な 


分 を 早く つか 
思っ て い 


と 
りか ら 難 し さ を 聞い て 


科 単 で は な いと 思っ て いま す が 、 優 


勝 を 目指 し て 頑張 り 


め て いか 
いと 思い ます 。 


タイ ヤ 開 発 も で き な い 
周 


た 


の TGR GR86/BRZ Race で タイ ヤ 〔 


め ら れる も の は まっ た く 違 うと 感じ まし た 。 


ご 


け で も 
ちろ ん タイ ヤ 開 発 も 進 


せん が 、 ク ル マ の 良い 


に ョ 0 
の レー ス に つい て は 、 


いる の で 、 
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軸 ら 
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ロー ヒビ O の 篤く へ 田 季 し p 揚 Ne エー 
IN で ベーG エ ー ビ と の m の 有 己 6 や せ 選 
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SN 財田 軍 G エ ロコ リ ロー ペー に K ポ ー ス 7 
想 則 閣 し そ さも さ て INTN ミ 避 対 っ 刀 革 直 
ミー キー ユー へ へ の ヒロ ヒビ ロー 
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次 澤 、 早 くも 迎え る 天王 山 


= け で は な いこ と を アピ ー ル 。 
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“ROOKIE の "AMG GT3 な ど 、 開 幕 戦 で し っ か り ス ピ 


スー パー 耐久 へ 2 年 ぶり の 復活 と な っ 
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jpM ル で で し じ っ 選 公 NTGN の ヒ 
さ ゼ ホー コス” IN マミ ーGR し WW で 
所 いじ 夫 本 輸 KG 豆 村人 色 更 NO" 6 刀 の 
ヒー-※ 匠 所 2IN で NNtQ 旧 下 公 条 w 
や マー IN マーG 下 へ へ キミ 軸 
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選 壌 司 普 環 QINKp 薬 絡 
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四 
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台 の 1 位 と 。』 


:2 位 を 占め た 5ZIGEN と 』 
今季 は フル 参 


剖 2 
ど は 間違い な くき 
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と え 数 戦 を 欠場 
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じ で も 決 じ て 油断 する 


KN の と は で き 和 ない て 


も じ れ な い が 、 
ラー ム が 速 さ を 持ち 合わ ぜ 
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っ 総 くし ソン hGS” ヘー 人 KN る 稚 角 
鶴 己 表 つ ^ 所 油 中根 GGK ト ー ハ 

mm ヘ ペ ー へ へ dm 人 S 尋 K 素 ミー 鈴 客 
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條 幅 嘱 KG 香 皿 JACKO の ヒー NB7 
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広い で ン で で G ゼ の F - CN” 名 時 せ 
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呈 S 飼 琉 し 剖 革 @ そ へ や へ 賜 玖 玉 
つ で で 公 ” 人 で 帳 公 ぐ 折 0 で 刀 マ ーーI ト て 
く 一 或 根 ロ 表 つ ” 抽 叶 押 展 会 ホ ー さ 6 
再 橋 へ や トー て し SNG ょ J 公 で | 親 
四半 製 甘 つ 尋 揚 明 "6 訪 G く トミ トト 
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ロ 中 そ さ ASA 私 ふ ・ 選 TNC^ 
源 陣 ト ーーG 必 ヘー 箇 選 ^ 林 心 、 忠 
醒 つ SS で 妨 ” 苦 時 p 貴 員 し せ 選 に も で 
NG っ J 選 ツン 環 志 G1 家 ぶ で ャ 悪 " 
表 査 左上 つ し 色 條 回 と ヒ 
の ローINN さ や p 殖 やこ 度 提 、 選 馬 
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客 Q 定 つや マト と ポ 球 客 ペ 叶 ^ 窒 失 
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pH つっ 疑っ 公夫 ソン り 昭 っ HK 中" 
1J6 握 で 電 地 志 つ "< 組 @G そ へ に K 交 
里 也 jpG ロ つじ ろ で し つっ し も" 


と な く レ ー ス を 進 


慌て る 


だ が 、 


盤石 の 走り で 今季 2 勝目 を 挙げ た 。 


失敗 し て 3 番手 まで ポジ ショ ン を 落と し た フェ ルス タッ ペン 


ルト ン を か わし て トッ プ を 奪取 。 そ の 後 も アク シ デ ン ト が 続出 する な か 、 


ポー ルポ ボ ポジション か ら ス ター ト ( 


め 、12 周 目 に ハ 
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Text ⑳⑯ サム ・ コ リン ズ (Sam Collins) Translation @ 水 書 健司 (Kenji Mizugaki) 
Photo ⑱ Red Bull 


レー シン グチ ー ム は も は や 風洞 モデ ル を 作 

こ は 及 ば な いと 考え 、 も っ ぱら CFD の 
み を 使っ て クル レル マ を デザ イン し た 。 だ が 、 
結果 は 大 失敗 だ っ た 。 彼 ら の 大 胆 な 試み は 
結局 の と ころ CFD だ け で は 優れ た レー シ 
ング カー の 開発 は で き な い こと を 証明 する 
か た ち に 終わ っ た 。 

し か し 、 そ の 後 の CFD の 進歩 
再び 風洞 不要 論 が 浮上 し 、15 年 に は レッ 
ドブ ル が 風洞 実験 の 全面 的 な 禁止 を 提案 し 


に 伴っ て 


洞 の 新た な 基準 を 打ち 立て る も の に な る か 
も し れ な い 。 

た だ 、 イ ギリ ス の 建築 許可 制度 は 複雑 で 、 
彼ら も すでに いく つか の トラ ブル に 直面 し 
て いる 。 新 し い 風 洞 は 鉄道 線路 の すぐ そば 
に 建て る 予定 な の だ が 、 計 画 書類 に 小さ な 
ミス が あっ た こと か ら 鉄 道 会 社 が 機嫌 を 損 
ね 、 計 画 の 
そし て 、 そ の 変更 自体 は さほど 大 き な 問 題 
で は な いと し て も 、 結 果 と し て 手続 き の 完 


た 。 ク リス チャ ン ・ ホ ー ナ ー が 「 風 洞 は き 
わ め て 不 経済 で 、 も は や F1 に ふさ わし い 
先進 的 技術 で は な い 」 と 公言 し た の だ 。 だ 
が 、 彼 の 意見 は 他 の チー ム に は まっ た く 受 
け 入 れ ら れ な か っ た 。 レ ッ ド ブル は 最も 高 
度 な CFD を 擁する 一 方 で 、 所 有する 風洞 
は 信じ られ な い ほ ど 古 く 、 も は や な か な か 
信頼 で きる 結果 は 得 ら れ な く な っ て いた 。 


そこ で 、 ル ー ル を 自分 た ち 0 
誘導 する た め 、 風 洞 実 験 の 廃止 を 提唱 し 
いる と 見 る 人 も いた 。 


レッ ドブ ル も 今 で は 考え を 改め た よう で 、 


ァ ク トリ ー の 敷地 内 に 新た に 風洞 を 建設 
する 計画 を 管轄 官庁 に 提出 し て いる 。 い か 
に も レッ ドブ ル ら し く 、 そ の 詳細 に つい て 
は すべ て 秘密 と され て お り 、 申 請書 類 を 閲 
覧 し て も 「 モ ー タ ー ス ポー ツ 用 試験 施設 
と いう 表記 の み 。 し か し 、 実 際 に は きわ め 
て 高度 か つ 最 新鋭 の 空力 テス ト 施 設 で ある 
こと は 明らか で あり 、F1 チ ー ム の 自社 風 


了 が 何 カ 月 も 遅れ そう な の だ 。 こ の 風洞 の 


一 部 変更 を 要求 し て いる らし い 。 


2520URG2OANS 人 Rh 

風洞 実験 に は 原理 的 に 避け られ な い 弱 点 
が いく つか ある 。 ま ず 、F1 で は ルー ル に 
より 最大 60 % ま で の スケ ー ル モデ ル を 使 
用 し な けれ ば な ら ず 、 そ の 場合 、 モ デル で 
の 寸法 誤差 は 実車 に 当て は め る と 縮尺 の 逆 
数 倍 に 拡大 され る こと に な る 。 ま た 、 風 洞 
で 得 ら れ た デー タ か ら 、 現 実 の サー キッ ト 
を 走る 実車 の 挙動 を 予想 する に は 複雑 な 計 
算 が 必要 で 、 こ の 計算 が 少し で も 間違っ て 
いる と 、 ま っ た く 機 能 し な い ク ル マ を 作っ 


数 値 流体 力学 (CFD) は 進化 し た が 
それ で も 、 現 時 点 で 風洞 実験 に 
取っ て 変わ る 開発 ツー ル は 存在 し な い 


竣工 は 早く て も 2 年 後 と され て お り 、 完 成 
し て か ら も 相当 な 時 間 を か け て キャ リプ ブレ 
ーション (補正 ) を 行なう 必要 が ある 。 そ 
うな る と 、26 年 か ら の 新 技 術 規則 の マシ 
ン 開 発 に 問 に 合う か どう か も 微妙 に な る 。 
線路 に 隣接 し た 場所 に 風洞 を 建て る と 、 
また 別 の 課題 が 生じ る 可能 性 も ある 。 か つ 
て ウイ リア ムズ は 、 線 路 の 近く に 風洞 を 設 
けた が 、 計 測 デ ー タ に 無視 で き な い レベ ル 
干渉 が 起き る こと が 判明 し た の だ 。 そ の 
た め 彼 ら は 、 列 車 が 通過 する 時 に は 風洞 の 
デー タ 収 集 を 一 時 停止 する シス テム を 開発 


クタ 
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て し まう こと に も な りか ね な い 。 実際 の と 
ころ 、 こ うし た 相関 の 失敗 は チー ム が 公表 
し て いる 以上 に 頻繁 に 起き ま て お り 、 こ れ と 
同様 の 問題 は CFD で も 発生 する 。 

そう 考え る と 、 や は り 実 物 の レー シン グ 
カー を 、 現 実 の サー キッ ト で 走ら せる こと 
に 優る テス ト 方 法 は な い 。 と は いえ 、 チ ー 
ム が 限ら れ た リソー ス を や りく り し な が ら 
クル マ を 作る に は 、 使 える ツー ル は すべ て 
利用 する 必要 が あり 、 現 時 点 で は まだ 、 風 
洞 に 取っ て 代わ れる よう な 開発 ツー ル が 存 
在 し な いこ と も 確か だ 。 


世 mrmmula 胃 me Ladimn- 選 me 本 mm 還 ml 
“世界 最速 "の 核心 に 飼 る 
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レッ ドブ ル の 新た な 風洞 施設 は レレ 
2026 年 の 車両 開発 に 問 に 合わ な い な デザ イン で あり な が ら 、 も う 長 く 


使わ れ て いな い 建 物 が ある 。2011 年 に 閉 
鎖 さ れ た この 施設 は 、 今 の と ころ F1 向 け 


McCcLaren、 AMR、RBR 一 一 と し て は 最後 に 建設 され た 風洞 だ 。 以 来 

は 紀 べく 10 年 以上 に わた っ て 、 レ ー シ ン グ カ ー の 

F 1 秋 に | 風洞 建設 フ ー ム 」 到来 開発 に 特 化し た 風洞 は ひと つも 建て られ て 
いな い 。 

だ が 、 こ こ へ 来 て 状況 は 大 きく 変わ っ た 。 


いま か ら 約 13 年 前 、「CFD だ け で F1 マ シン を 作れ る 」 と 


ヴァ ー ジ ン ・ レ ー シ ン グ は 豪語 し た が 結果 は 失敗 に 終わ っ た PINDAN5 語 細 5 の ンー 人 がく 
あれ か ら 多 く の 歳 月 を 重ね 、 CFD も 目覚 まし い 進化 を 遂げ た が 昨年 は マク ラー レン 、 ア スト ンマ ー テ ィ ン 、 
風洞 実験 は いま だ に 欠か せ ず 、 重要 な も の で ある よう だ レッ ドブ ル が 、 そ れ ぞ れ 新 規 に 空力 試験 施 


設 を 作る と 発表 し た の で ある 。 こ れ は F1 
チー ム の 新車 の デザ イン プロ セス に 、 あ る 

根本 的 な 変化 が 起き た こと の 表れ だ 。 
多 この 世界 で は し ば らく 前 か ら 、 将 来 的 に 
9 は 数 値 流体 力学 (CFD) が 空力 開発 の 主 
流 に な る も の と 考え られ て きた 。 こ の バー 
W チャ ル な 風洞 に は きわ め て 高い 演算 能力 を 
ao と 持っ た コン ピュ ー タ が 必要 だ が 、 そ れ で も 
従来 型 の 風洞 と 比べ れ ば 安価 で 、 し か も よ 
り 早く 結果 が 得 ら れる か ら だ 。CFD な ら 、 
60 % ス ケー ル で クル マ の 精密 な 模型 を 作 
れる 熟練 し た 職人 を 雇う 必要 も な く 、 も ち 
ろ ん デ ザイ ン か とら 模型 の 完成 まで の 待ち 時 
間 も な い 。 空力 パー ツ の 形状 が 決ま っ た ら 
すぐ に テス ト す る こと が で き 、 理 論 的 に は 
クル マ を 作る の に 要する 時 間 を 大 幅 に 短縮 

で きる の だ 。 

10 年 か ら 11 年 に か け て 、 ヴ ァ ー ジ ン ・ 


Red Bull 


レッ ドブ ル は 最も 高度 な CFD を 使用 し て いる 一 方 で 、 風 洞 施 設 は 信 
じ ら れ な い ほ ど 古 いた め 、 今 後 の 車両 開 発 に も 支障 を きた し か ね な 
い 。 そ こ で 彼ら は 新た な 風洞 の 建設 を 計画 。 竣 工 が 「 早 く て も 2 年 
後 」 (= 2025 年 ) で ある うえ 、 風 洞 は 実 走 デ スト と の キャ リブ レー 
ショ ン を 級 密 に 行なう 必要 が ある こと を 考え る と 、26 年 か ら 採 用 さ 
れる 新規 定 の 開発 に は ほぼ 間に合わ な さそ うだ 。 編 集 部 が 入手 し た 
レン ダリ ング の よう な 風洞 施設 が 完成 する の は いつ に な る の か 。 


CE 
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作っ て 愉し お Super GT Car 


@GTA 


テカ 天国 2017 年 の GT300 ク 
プ ー ル 呈 ラス える 倒し グ ァ 


スマ イル 初音 ミク 


グッ ドス マイ ル 初音 ミク AMG 2017 年 Super GT AMG。 ファ ン シ ー な 
RE3REEEPEEE25 和 aa カラ ー リ ング を 毎年 
@ ベ ー ス キッ ト : タミヤ 1/24 メル セ デ ス AMG GT3 人 4,730 円 (税込 ) 変え て 、 観 客 の 目 を 
ーーー テ ャ ポ ホーーー ベ ーー ビー oo うう 楽し ませ て くれ る チ 


Text @ 高安 丈 太郎 (Jotaro Takayasu) Photo 高橋 浩二 (Koji Takahashi) プ GTA ー ム で も ある 。 
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過去 の 話 で 申し 訳 な い が 、 グ ッ ド 
スマ イル カン パニ ー か ら 1/24 デ カー ル 「 グ 
ッ ド スマ イル 初音 ミク AMG 2017 SUPER GT Ver.」 
と いう デカ ー ル が 発売 され て いた 。 タ ミヤ 製 AMG GT3 の キッ 
ト の 車体 を 塗装 せ ず に デカ ー ル だ け で 2017 年 スー パーGT ク ラス 優勝 


作業 的 に は デカ 
ー ル を 貼る だ け な の だ 
が 、 こ れ に は か な り の 根気 が 
必要 と な る 。 貼 り 重 ね る 部 分 が 多い 
の で 、 最 初 に 貼る 順番 を シミ ュ レ ー シ ョ 
ン す る こと が 大 切 。 大 判 デ カー ル は 常に 水 を 加 


車 の カラ ー リ ング が 完成 する と いう デカ ー ル 天国 な 内 容 。 車 体 の ベー えて 位置 を 決め て いく 。 位置 を 決め た 後 、 パ ネル ライ ン 

色 を 塗装 し た ーー ベー ス 負 ー ン シー こ ー 部 に カッ ター の 刃 を 入れ 、 デ カー ル 軟 化 剤 で 溝 に 落と し 
ス 色 を 塗装 し た い 人 向け に 、 ベ ー ス 間 人 Si ト も 付属 し て いた 。 込む 。 作 例 の 車体 は デカ ー ル を 貼っ た 後 、 ク リア を オー 
キッ ト は 現在 も 入手 可能 。 今 年 仕様 の デカ ー ル の 発売 に 期待 し た い 。 バー コー ト し て 仕上 げ て いる 。 


1 品 ロ リロ!| 己 グ ビ r ロ 


画 ス リッ ト 状 に 開け られ た ベン ト か ら 見 える 排気 管 は クリ ア 系 の オレ ンジ 、 イ エロ ー、 グ リー ン な ど 


で 焼き 色 を 再現 。 田 ホイ ー ル は PLUSALFA の 3D プ リン タ 製 1/24 M-A GT3 ホイ ー ル (キッ ド ボ ッ ク 香 
ス で 購入 可能 )。 あわ せ て ヘッ ドラ イト ユニ ッ ト も 同社 製 パ ー ツ に 換装 し て いる 。 デ ィ フ ュー ザー の 
カー ボン デカ ー ル は プー ズ モ デリ ング ワー クス 製 で 車体 の カー ボン 部 と の 質感 の 違い を 表現 。 


KTakahashi 
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レフ 
く | 鯉 / キー ペ ーK 当 一 色 ざ の 下 Wnn の 


シン ぐ 表 民 握 融 剖 翼 


政 mGR て mm 避 人 人 一 さ 
ーAAS (Foe) SNS 
K ユ ュー ド に 仏 Se” Kー ミ ー 
皿 く ユー 人 KK 己 尽 や ト K て 拉 WAESS : 
いし っ や 芝 熊 HAA AR ロー 
抽 ) つ G そ 醍 知人 9uo | 


(の 


PCICS 人 ES 
ユー へ へ へ ホー マズ” NS や 
ー ボ ドー 則 隊 @ ホ ー コ 人 "TNIN で ーー て 


ュ 3J ト JO 到 ビ の 人 回 で YO で 0 


INN さ 地 思 teN さ K ユ ユーK 志 絹 
中 つ ^ 放つ 夫 唱 殖 色 SS 表し | 


環 ン ンド 6 人 由 諾 し きせ で マン ^ 


SESENIEOIHGPEEENmEY 


IJGN さ K ユ ユーK 振 くし 攻 環 | 
量 則 諾 包 嘘 測 王 杉 (< マメ マ ) 公選 


只 つ いつ し 求 議 つ 選 エロ トー 


尽 設 @ JJ 間 本 8" エ の ロト ヘー 
尽誠 *9m ロ mo お 公 床 眼 0 
で し っ や 和 / 虹 固 富 ロ NH マミ ポー 
ト 事 経 症 太 つ お や SS 選 り 生 ヘー トド | | 

S | 計 緒 二 G 朝 府 唱 柚 ン J 押 填 S 敗 | 
| 据 さ し つっ 民 き っ ? 

人 瑞 o 超人 SO 
公 つ SS 凌 坦 * の やじ っ や NH マミ ヤー ト 
加 謀 桃 種 無 忌 つ 選 坦 上 G 穫 RS 
「 求 誤 と ちせ 作っ 」 間宮 人 色 / 中 根 


へ K 公 甘 暫 つ 尋 
JJ で 層 「 求 演 」 
民生 も 装 幼 


9 


1J 季 つつ G っ ) こさ " 
RS 愉 2) 心 公 ^ 


と 【 


WM 崩 し 唱 半 つや て INN さ BC っ 
し 絢 愉 史 。 還 公 刷 W レ ミ 宮 財 で 8 


呈 四 


うぃ G 撮 叫 色 國 っ 6 届 公 届 う っ J 


得 や 訂 O 二 全 ぐ G 代 人 で SSR TK 


IN さ K ユ ユーK 選 昭 心 
ロー 己 選 棚 装 


で SQ で お し" kJ で せ 趣 名 ロロ かー て 6 
ce や 本 生 ざ つじ せ 「 求 演 」 つ せり りう ロ 


| NG" 穫 公 Sp 還 く 王 民 路 っ 想 


心 和 を で 求 上 編 字 き 「 セ くじ G 由 
束 計 公 円 竹生 思 つ し 中 収穫 さ S 翌 
SR2ESN1WPIS や や SixcYW ま 1 の 
1 人 SO NvS 素 直喜 補 」 提 W じ っ 
| teQ つ 2 っ? 選 公 工 中 則 つ し っ 徹 
| 本 色 叶 0 で SS で MDDP も 
INKー 吾 抽 入 て INN さ 0 っ し る 
培 fyteG せ 本 富 @JJ 和 " つ 名 て 
IN へ さ 史 再 り つつ 6 悪 へ 時 くさ も 組 | 
聡 つ ′ ン @ 電 史生 や じ っ te 昌 衣 展 


くじら で ン tGS し 下部 補 の 民政 で 


せっ っ JMD つ し っ hG 
NpPNPp 軒 公 憶 上 更 寺 


EsE(OESAN 


R 更 昌 く G 画 器 ロ 寺 の 刀 「K 貴 4m」 
ロ 画 穫 っ 時 選 ろり IJN 
中 公 東 で お で 0” 企 回 の 中 比 


| つき K ユ ューK 了 避 モレ "「 所 


SQ で JOQ を る さっ | 史 で へ し 
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へ や ふ ふ 証 麹 で 妨 庄 、 り うっ 心 私 で 
” 隆 幅 公 陸 ソ ツレ 揚 wo8p6 し せつ 
ドー くさ や し せ G 最 舞 晃 つじ つ 
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「 愉 区 せ 虹 個 ロ K ペ ーー て 選対” て 
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Gu ホー し せ や 私 本 で へ へ 届 概 YS っ 
3 心 へ や ふ HKー つ し し っ や B2J7 
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tG 尋 っ 避 艇 JoH6 和 0H6 代 中 鉛 届 琵 し 
っ hGhJJ で 7 JJG く と ふし ゼ 総 や 
公 屋 0 し っ ke" ホー スペ マー で 
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H.Matsumoto 


まき る な ど 、 得 意 の テキ サス で 球磨 は CGR で の 初 
の 展開 。12 番 手 あ た り で 周回 を 重ね て いた 


械 
は 我慢 


は ポー ル を 疾 
序盤 


ヒッ ト 。 カ ウデ ィ ン の 話 で は 、 
球磨 の 得意 の パ 


ろ で ウォ ー ル !【 
力強い タイ ヤ と パワ ー ベ スト の 燃 調 と いう 、 


こ 


き 凡 jpGUSC し っ 拉 つ 怠 」( 論 答 ) 
で へ 1 條 で の らら し じゃ 買 :NG ル 入 へ せ 
He 区 の つや 私 本 で へ AS り っ) け で 
NeGS” NGm<m 聖 hJG 提 SDG 
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mH で し 6q 配 GU 四 I ト に て 公演 下 
SFESAEYAE い kNSE'M 
挨 じ "Ri ト ヾ へ せ 「<nMEIK 了 て” y 
つ し 中路 で で し じ 人 SG で へ 條 で 6 の ら 
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Penske Entertainment: Chris 0wens 


残念 な 1 戦 に 。(as) 


に 


2019 年 ( 
戦 を 迎え た 。 


が 、46 周 を 終え た と 


後 


ター ン が 見 られ そう な 感じ だ っ た だ け ( 


097 autosport 


温 類 滞 盾 


EE 


auto sport 


編集 スタ ッ フ 募集 


誌 「 オ ー ト スポ ー ツ ]」 の 編集 スタ ッ フ (正社員 ) を 募集 し ます 。 


時 応募 資格 


「 モ ー タ ー ス ポー ツ 」 が 好き で 、 「 雑 誌 作り 」 に 熱意 の ある 方 ・ 興 味 の あ る 方 。 
年 齢 ・ 性 別 不問 、 経験 者 優遇 。 未経験 者 も 可 。 要 普 通 自動 車 運転 免許 


是 募 集 人 数 


正社員 (試用 期間 3 カ月 ) 若干 名 


下 業 務 内 容 


本 誌 編 集 部 員 の 一 員 と し て 企画 立案 、 取材 、 原稿 執筆 、 編集 な ど 本 誌 「 オ ー ト スポ ー ツ 」 の 
制作 に 関わ る 業務 全般 。 未経験 者 の 場合 は 、 編集 補助 か ら 始 め て いた だ き 指 導い た し ます 。 


呈 応 募 方 法 


画 送 付 先 


下記 ひ ②③ を ご 用 意 い た だ き 「 郵 送 ] も し く は 「 イ ンタ ーネット 」 で ご 応募 くだ さい 。 
① 履 歴 書 (写真 貼付 ・ メ ー ル アド レス 明記 ) 
② 職 務 経 歴 書 (書式 自由 ) 
③ 志 所 動 機 (書式 自由 1200 字 以内 ) 


2023 年 5 月 31 日 ( 水 ) 必 着 

※ 来 社 に よる 書類 の 提出 は 受け 付け て お り ま せん 。 

※ 応 募 書類 一 式 は お 返し し ませ ん の で あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 
選考 終了 後 、 当 社 で 責任 を も っ て 処分 し ます 。 


〒163-1126 
東京 都 新宿 区 西新 宿 6-22-1 新宿 ス フ エ アタ ワー26F 
株 式 会 社 三栄 第 三 制作 局 オー トス ポー ツ 編 集 ス タッ フ 採 用 係 


[ 郵送 の 場合 ] 


6d 下記 URL も し く は QR コー ド よ り 
場合 「 エ ント リー シー ト の 入力 」 に お 進み くだ さい 。 
https://san-eishobo.jp/form/pub/san-ei/saiyou-as 


書類 選考 お 送り いた だ いた 応募 書類 を も と に 書類 選考 させ て いた だ きま す 。 
選考 後 、 通 過 さ れ た 方 に の み 、 面接 時 間 等 の 詳細 を ご 連絡 いた し ます 。 


※ 書 類 選 考 結果 に つい て 、 お 電話 等 で の お 問い 合わ せ は 
いっ さい 受け 付け て お り ま せん 。 あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


下 給 与 当社 規定 に より ます 。 
※ 経 験 者 は これ まで の 実績 ・ 年 収 、 能力 を 考慮 の うえ 当社 規定 に より 決定 いた し ます 。 
[ 月 給 例 ] 27 万 円 (26 歳 営業 業務 経験 3 年 / 手 当 舎 お ) 
41 万 円 (33 歳 制作 ・ 企 画業 務 経験 8 年 / 手 当 含 お ) 
量 諸手 当 通勤 手当 役職 手当 裁量 手当 / 時 間 外 労働 手当 
時 就業 場所 東京 都 新宿 区 西新 宿 6-22-1 新宿 ス フ エ アタ ワー26F 
p 東京 メト ロロ 丸ノ内 線 「 西 新宿 」 駅 (2 番 出口 ) 徒歩 7 分 
p 都営 大 江戸 線 「 都 店 前 」 駅 (A5 出 口 ) 徒歩 5 分 
p 難 線 「 新 宿 」 駅 (西口 ) 徒歩 17 分 
勤 務 時 間 午前 9 時 30 分 一 午後 6 時 30 分 (休憩 1 時 間 ) (営業 ・ 総 務 ・ 経 理 ) 
裁量 労働 制 1 日 8 時 間 (編集 ) 
時 休日 完全 週休 二 日 制 ( 土 ・ 日 曜日 ) 祝日 5 月 1 日 年 末年 始 (12 月 29 日 一 1 月 4 日 ) 
時 休 暇 リフ レッ シュ 休暇 (5 日 間 ) 年 次 有給 休暇 / 慶 刺 休 暇 な ど 
量 そ の 他 社会 保険 完備 ・ 決 算 賞与 制度 あり 


る AN 


株 式 会 社 三栄 https://san-ei-corp.co.jp 


= ョ 次 戦 持 ち 越し の 可能 性 
auto SDOrt < IMS-models OM 
も 、 ポ ルト ガル GP で 2 
位 と な り プ ロス ト が 4 
レー ス と ミニ カー の ディ ー プ で 幸せ な 剛 係 0 
ー マ ッ ハー を 最終 ラッ 
プ ま で 猛追 、 車 体 の ダ 
スト が 激闘 を 物語 る 。 


セナ プロ 対決 終演 か ら 30 年 
ウイ リア ムズ の 名 徐 が 再販 中 


1993 ウイ リア ムズ ・ ル ノーFW15 A. プ ロス ト ウェ ザ リ ン グ 
1987 ウイ リア ムズ ・ ホ ンダ FW11B N. ビ ピケ ウェ ザ リ ン グ 
ミニ チャ ンプ ス 昌 1/43 昌 ダ イキ ャ スト 製 曲 各 15.400 円 (税込 ) 2 


Text @ 小嶋 生 ・(Joe Kojima ン MS-models) 
Photos @ 田中 秀 宣 (Hidenobu Tanaka)/LAT 


HTanaka 


今 号 は か つて 栄華 を 誇っ た ウ 
イリ アム ズ の 、 白 ・ 黄 ・ 青 と いう 代表 
的 カラ ー ス キー ム を まとっ た 2 台 の 戴冠 
E。 最 強 ホ ンダ ター ボ を 搭載 し ん た ネル ソン 
・ ピ ケ の FW11B と アラ ン ・ プ ロス ト が 駆っ 
身 4 度目 の 戴冠 を 果たし 、 そ の まま 引退 し た 
FW15。 前 者 は 36 年 、 後 者 で も 実に 30 年 前 の 出来 
事 と いう か ら 和 驚く 。 モ デル は 1/43 ス ケー ル F1 ミニ 


Iml 


る や カー の 草分け 的 存在 で "定番 "ミニ チャ ンプ ス の 新 
ンジ 製品 だ が 、 い ずれ も 「 ワ ー ル ド チ ャ ン ピ オ ンコ レ 


HTanakg 


クシ ョ ン ]| の 再生 産品 で 当時 の シー ン が よみ 
が える よう な ウェ ザ リ ン グ (汚れ を 再現 し た 
塗装 表現 ) が 施さ れ て いる の が 特徴 だ 。 


HL.Tanaka 


HTanaka ヽ 
ュー N = ー ン 一 い 
今 作 は いずれ も 再生 産品 の た め 原 型 設計 は 最新 で 
は な い が 、 確 か な フォ ルム 再現 と ダイ キャ スト 製 
らし い 平 滑 さ 、 塗 装 の 発色 の 良さ な ど 満 足 度 は 低 
く な い 。 ダ ステ ィ 再 現 も 充分 に ディ スプ レイ に 耐 
売る クオ ル デ (だ と 言え る だ ろう 


回 02 こ 2 ド が セン ピ 
クシ ョ ン の 同 ス ケー ル 再 販 品 と し 
て 1980 年 王者 アラ ン ・ ジ ョ ー ン ズ 
の FW07B フ ォ ー ド と 97 年 王者 ジ 
ャ ッ ク ・ ビ ル ヌ ー ブ の FW19 ル ノ 

も 同時 に 再販 され 発売 中 。 い ず 
れ も 在 庫 僅少 の た め ウ イリ アム ズ 
ファ ン は 乗り 遅れ 厳禁 だ 。 


“あの ころ "の 読者 に も ササ る 新 製 品 

ミニ チャ ンプ ス の 日 本 輸入 元 で ある 京 商 は 自身 の 

オリ ジ ナ ルブラン ド で も 独自 に ミニ カー を ライ ン 

アッ プ し て 発売 し て いる 。 そ の 新作 が この ニス モ 

GT-R LM (ロー ドカ ー 仕 様 、 レ ジン 製 で 9900 円 )。 畔 

90 年 代 の GT レー ス を 見 て いた 世代 に は た ま ら な い 

一 台 で 、 レ ー ス 用 に 仕立 て られ た ワン オフ 車 の 追 
問 ) 京 商 ダ イキ ャ スト 力 あ る 造形 を シャ ー プ に 再現 し て いる 。 SW 2 2 


https://dc.kyosho.com/ja/ 


ECJ autoSport ※ 実 際 の 製品 と は 異な る 場合 が あり ます 。 価 格 は 10% 税 込 で す 。 
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ぐふ ミル 公 さ 且 ロペ ー 玉 ( 〇 88 そ 77IN 
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や rr 骨 で し 選 時 SQL 記 骨 KG 
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ざっ 心 隊 っ 公理 やつ 民 ? NGS 地 
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の ドロー 必 ・ 中 へ 蛋 HK ト TA A" 
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m 麹 各 .Q の 夫 搬 NHK7 の 7 本 へ 
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シン バ 


回 GR ヤリ ス と 同じ 1.6 2 直列 3 気筒 イン ター クラ ー タ 
ー ボ エン ジン の G16E-GTS を 搭載 。 最 大 出力 は 304ps 
に アッ プ 。 モリ ゾウ エディ ショ ン は 最大 トル ク 400Nm 
を 発生 する 。 加 GR カロ ー ラ の 特徴 で も ある バル ブ 付 き 
3 本 出し マフ ラー は 、ECU の 制御 を 変え 、 低 回 転 域 で 
も セン ター の バル ブ が 開く よう に セッ ト 。 回 ダン パー 
は 前 後 と も KYB の リア ルス ポー ツ ダ ン パ ーSpec GR の 


DL レプ ソル NTPGR カ ロー ラ SPEC. 


試作 品 。 回 クス コ 製 ピ ロア ッ パ ー マ ウ ント は キャ ン バ 
ー 調 整 も 可能 だ 。 回 ブ プレー キ キャ リ パ ー& ロ ー タ ー は 
GR ヤリ ス か ら 移 植 。 パッ ド は itzz 製 を 装着 。 回 カー ペッ 
ト を 剥が し 、 ス テア リン グ を 交換 し た 以外 は ノー マル 
然 と し た 運転 席 。 玉 シー ト は 左右 と も ブリ ッ ド の XERO 
CS に 換装 。 回 ロー ルケ ー ジ は 、 重量 増 解消 の た め 規 定 
で 必要 最低 限 の 装備 と な る クス コ の 6 点 式 を 装着 。 


信人 ダン バー : KYB リ アル スポ ー ツ ダン パー Spec GR (試作 品 ) 


R:1.5way 但 ブ レー キキ ャ リ パ ー : GRH ヤ リス RC 用 純正 但 ブ レ 
: 純正 ECU ( 現 車 合わ せ ) 葵 シー ト : ブリ ッ ド XERO CS 亀 ア 
タン ク 氏 マ ッ ド フラ ッ プ : T ガ レー ジ 
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牙城 を 月 せる か が !? 


全日 本 ダー トト ライ アル 選手 権 で は いま だ 圧倒 的 強 さ を 誇る ラン 
サー エボ リュ ーション X (RS) の 車 重 1420kg プ ホイ ー ル ベー ス 
2650mm に 対し 、GR カ ロー ラ ・ モ リゾ ウエ ディ ショ ン は 1440kg ノ 
2640mm と 近似 値 。 ど ちら も ダー トト ライ アル で は 操縦 安定 性 の 高 
さ が 武 器 と な る 。 一 方 、GR ヤ リス は 1250kg プ 2560m と 運動 性 能 
の 高 さ が 武器 と な り 、 2 車 と は 車両 自体 の 性 格 が 異な る 。 今 シー 
ズン は GR 勢 の 逆襲 と な る か !? 


Goodwood Hillclimb 


は NIINNH 弄 寿 肢 嬉 叶 演 


器 計 さ 
ざく ^ 誤 、 剖 瑞 計 て 亜 対 守 ご 


案内 人 : サ ム ・ コ リン ズ 


学生 フォ ー ミ ュ ラ か ら F1 ま で 幅広 い 
カテ ゴリ ー を 追い か ける 英国 人 ジャ 
ー ナ リス ト 。 か な り の ビー ル マ ニ ア 
で も あり 、 イ ギリ ス の 基 有 名 ブリ ュ 


ワリ ー の 株 式 を 保有 し て いる らし い 。 


Translation @ 神 


イ ギリ ス の グッ ドウ ッ ド に ある 私 有 地 で 行 


McMurtry 
| 


ュー 


イジ ー な 電気 “ 軽 自 動車 "『 マ クマ ー ト リー・ ス ピア リン 


"』 に 乗り 、 フ ォ ル クス ワー ゲン 『IDR パ イク スピ ー ク 』 の 
記録 を 破っ た ドラ イ バ ー は マッ クス ・ チ ルト ン 。 チ ルト ン が 
され た の は 「1.8m と いう 高 身長 ] が 理由 だ っ た 。 


な われ る ヒル クラ イム は 、 ど の 選手 権 カ 
レン ダー に も 掲載 され て いな い が 、 毎 年 、 世 界 
中 の 最高 テン ク の 自動 車 を 基 き つけ て いる 。 
1999 年 、 ニ ッ ク ・ ハ イド フェ ルド は 98 年 型 の 
マク ラー レン MP4-13 を 駆り 、1.9km の コー ス 
を わずか 41.6 秒 で 駆け 抜け た 。 そ れ か ら 20 年 
の 歳 月 を 経て 、 フ ォ ル クス ワー ゲン IDR パ イク 
スピ ー ク に よっ て 、 そ の 記録 は 破 ら れ た 。 世界 
に 名 だ た る 大 企業 が 慕 大 な 資金 を 投じ て 設計 、 
製作 し た 電気 自動 車 だ ど 。 そ れ 以 来 、 多 く の 人 は 
「 あ の コー ス で 最速 の マシ ン を 作る に は 、 大 企 
業 で な けれ ば 無理 だ ] と 思っ て いた 。 

し か し 、 イ ギリ ス の 小さ な 会 社 が 手がけ た 
“ 軽 自 動車 "が IDR の 記録 を 破っ た 。 そ の 会 社 
を 創設 し た の は 、 エ ンジ ニア リン グ 産 業 で 財 を 
な し た アイ ル ラ ンド 系 イギリス 人 の 億 万 長者 、 
デイ ビッ ド ・ マ クマ ー ト リー 和 卿 だ 。 マ クマ ー ト 
リー 帰 は 自動 車 と 運転 を と よ な く 愛し て いた が 、 
高級 車 や 高 性 能 車 が 際限 な く 大 型 化し 、 重 量 が 
増し て いる 風潮 に 大 易 と し て いた 。 そ こ で 、 公 
道 で も 競技 で も 使え る よう な 、 軽 量 の 電動 スポ 
ー ツ カー を 新た に 作ろ うと 思い 立っ た 。 

マク マー トリ ー 史 は 、 経 験 は 浅い が 才能 に あ 
ふれ る 若い エン ジニ ア 集 団 を 招集 。 彼 ら は マク 
マー トリ ー・ ス ピア リン グ (スピ アリ ング は ア 
イル ラン ド 語 で 「 雷 雨 」 の 意 ) と いう すばらし 


McMUATaY 


An 


一 般 的 な 軽 自 動車 と は 異な り 、 ス ピア リン グ は 、 
モー ター スポ ー ツ 仕様 の カー ボン 製 の モノ コッ 
ク を 持つ シン グル シー ター で ある 。 

その うえ 電動 パワ ー ユ ニッ ト は 市 販 さ れ て い 
る 軽 自動 車 と は か け 離 れ て いて 、 2 基 の 電動 モ 
ー タ ー は 700kw 以上 を 生み 出す 。 車 重 は 正確 
な 数 値 を 明か され て いな い が 1.,000kg 以 下 だ 。 
驚異 的 な パワ ー を 持つ 軽 自動 車 と いう こと 以 
上 に 、 ス ピア リン グ を 特殊 な 存在 に 仕立 て 上 げ 
て いる の は 、 募 大 な ダウ ン フ ォ ー ス を 発生 させ 
る と いう 点 だ 。 78 年 の 悪名 高き プラ バム BT46B 
と まっ た く 同 じ 手 法 で 2 基 の ファ ン が フロ ア 底 
印 か ら 空 気 を 吸い 上 げ 、 非 常に わずか な 空気 抵 
で 、2.000kg の ダウ ン フ ォ ー ス を 得 て い る 。 
更 用 し て いる ファ ン は と て も パワ フル で 、 最 高 
速 時 に は 120db の 騒音 が 発生 する 。 航 空 機 の 離 


い 車 を 作り 上 げた 。 こ の 車両 は 明確 に 軽 自動 車 


陸 時 に 匹 散 する 音量 だ 。 電 気 自動 車 = 静か と い 


の 規格 で 設計 され て いて 全長 3.4m、 全 幅 1.5m。 


穂 (Miho Kanda) Photo ⑱ McMurtry 


う 常 識 は も は や 通用 し な い 。 
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二 軸 を 
政 旧 県 NAPAC : Nippon Auto Parts Aftermarket Committee 
で が / 一 般 社団 法人 日 本 邊 動車 部 品 ・ 用 品 アフ ター マー ケッ ト 振興 会 


il IMPB 前 


MP プリ チ ス ト フ リテール ジャ バフ 株 式 会 社 
の の す 克 万 4 だ WO の プア 


" 脱 "汎用 の イノ ベー ショ ン 


「 ホ イー ル と タイ ヤ 」 で は な く 、「 ホ イー ル & タ イヤ 」 で SPECIFICATIONS 


一 体 開発 を 進め る ブリ ヂ ス トン の G R86/BRZ Cup 向け 新 戦略 サイ ズ : 17 イ ンチ x7.5」 


PCD : 100mm(5 穴 ) 

イン セッ ト : 44mm 

カラ ー : レー シン グ カ ッ パ ー ゴ ー ル ド 
\108,900( 税 込 ) 


ン メ イク レー ス な が ら 、 3 メー カー に よ タイ ヤ を 一 緒 に 開発 し て いま す 」 と は RW007 フェ イス メッ シュ デザ イン で リム 部 と 20 カ 所 
ワ る 純然 た る タイ ヤ コ ン ペティ ショ ン が 存 の 開発 者 の コメ ント 。 全 日 本 選手 権 で な い の に に 及ぶ 接点 を 設け る な ど 、 接 触 や 縁石 乗り 上 げ 
在 する GR86/BRZ Cup。 ブリヂストン は 昨年 、 そこ まで と は … は 、 一 般 的 な 感想 か も し れ な い と いっ た 突発 的 な 入力 に 対し て も 強 さ を 持た せ 、 
同 シ リー ズ で 3 勝 し た が 、 勝 利 を 得 た 車両 に は が 、 性 能 差 を 出し に くい ワン メイ クレ ー ス だ か 昨年 は ホイ ー ル 起因 の トラ ブル は 皆無 だ っ た 。 
タイ ヤ 以 外 の 共通 点 が あっ た 。 ゴ ー ル ドカ ラー ら こ そ 、 微 に 入り 細 を 究 つ 開発 は 必須 と な る 。 ホイ ー ル 開発 者 の 前 歴 を 聞く と 、 耳 を 疑う よ 
で ひと 目 で それ と 分 か る リア ルス ポー ツ ホ イー タイ ヤ が 17 イン チ 化 され グリ ッ プ が 上 が っ うな 答え が 返っ て きた 。「POTENZA の タイ ヤ 
ル 「POTENZA RW007」 が 装着 され て いた の だ 。 た こと で 、RW007 も 剛性 の 確保 が 優先 され た 。 開発 に 従事 し て いま し た 」。 タ イヤ を 理解 し た 
「 ホ イー ル 、 タ イヤ 単体 で は な く 、 ホ イー ル と 大 径 化 で 強度 の 保持 は 難し く な っ た が 、 ダ ブル 上 で の ホイ ー ル 開発 は 必然 だ っ た 。 


回 # 国 


ブリ ヂ ス トン リテール ジャ パン 株 式 会 社 https://www.bs-awh.ne.jp 国 F 
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ヾ ミー 和 ホ ー コ ゼ 表 臣民 公 " 重田 年 
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WOQ7 

「47K て ロロ SN っ 心 押 人 公 で G 上 時 
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オー トス ポー ツ 読 者 の みな さん へ 


日 日 日 回 回 for Readers 


TEAM MUGEN 
DRY PARKA 
XL サ イズ 1 名 様 


20222500R 三 2 三 の 


ォ ー ミ ュ ラ で チー ムタ 
イト ル 獲 得 & ド ライ バ 


ー ズ チャ ン ピ オ ン 2 連 
和 覇 を 達成 。 今 シー ズン 
も 開幕 2 連勝 を 飾る な 
ど 、 圧 倒 的 な 強 さ を 見 
1 せる チー ム 無 限 の ドラ 


WU 5 
B 7 
員 


ゲイ ナー タナ ックス GT-R 

SGT GT300 2020 No.11 1 名 様 
開幕 戦 の 富士 で 2 位 、 第 3 戦 鈴 鹿 で 優勝 する な ど 、 大 
活躍 を 演じ た 2020 年 の GAINER TANAX GT-R の ミニ 
チュ アカ ー (1/43) を 1 名 様 に 。 
提供 : 有限 会 社 エ ム エ ム ピー 
URL : http://www.ebbro.co.jp/ 
new/index.html 


by 
、 
話 WRC オフ ィ シ ャ ル に SA 
王 リア ム ・ ロ ー ソ ン の 「 無 限 」 書 き 初め 1 名 様 サン ドウ ィ ッ チ ベ ー ス ボー ルキ ャ ッ プ グレ ー 1 名 様 SS 
P70-75 に て リア ム ・ ロ ー ソ ン 選 手 に 挑戦 し て も 街中 で も 違和感 な く 使用 で きる 、 グ レー 地 に ブラ ッ ク の 文字 が ys: 
ら っ た 、 正 真正 銘 の 書き 初め を プレ ゼン ト 。 映え る シッ ク な カラ ー リ ング の WRC ベー ス ボ ー ル キャ ッ プ 。 
提供 : レッ ドブ ル ・ ジ ャ パン 提供 : クラ ブウ ィ ナ ー ズ URL : https://wwwr.clubwinners.jp 、 


ゅ で きま * ttpS://id.San-ei-corp.Co.jp/tOp/ 回 糸 回 
オン ライ ン 応募 締め 切り : 2023 年 5 月 28 日 (日) 中 
オン ライ ン 応 募 コー ド : as1584 


応募 方 法 締め 切り 
ハガキ に 、 郵 便 番 号 、 住 所 、 氏 
名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明 2023 年 
記し 、 希望 する プレ ゼン ト o 5 月 29 日 (月 ) 
番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た (当日 消印 有効 ) 
記事 と その 理由 、③ 今 号 で お も 
し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、 
④ 好 き な カ テ ゴ リー、③⑤ 好 き な  〒163-1126 
ドラ イ バ ー、⑥ 読 者 企画 ( 下 に 掲 東京 都 新宿 区 本 新宿 6-22-1 


載 ) へ の メッ セー ジ お よび オー 新宿 スク エア タワ ー26F 5 の so 5o2 5 9 
トス ポー ツ へ の 要望 を お 書き の (株 ) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 ※ > ン 記 9 に 5 プレ ゼン ト 発 送 の ほか 、 サイ ト に 掲載 され た 「 個 人 
1 ョ ? 》 CCO7 る 7 だ 6 


うえ 、 右 記 ま で お 送り くだ さい 。 「1584 号 プレ ゼン ト 」 係 
ヽ @ き 00833H3S2HRHRR3RRHSR338B3308S28BH33BRSHRRSHHRHHH 
fromm 日 加 品 日 四 | メッ セー ジ 募 集 し ます 


PC や スマ ー ト フォ ン か ら ご 応募 され る 方 は 、 弊 社 が 運営 する 『 三 栄 IDJ か ら お 願い いた し ます 。 上 に 
掲載 の OR コー ド も し く は 上 記 URL よ り ア クセ ス い た だ け ま す 。 登 録 後 は サイ ト 内 の 指示 に 従っ て 必要 
項 を ご 入力 くだ さい 。 そ の 際 、 ご 住所 等 は 正確 に ご 入力 いた だ きま す よ う ご 協 力 を お 願い いた し ます 。 


| 


ア 維 R 歴 

ル 史 

レク 

ア A 的 ⑯ ピ ッ ト ウ ォ ー ク で サイ ン 会 や 握手 が で きる 機会 が 再 の で す 。 スーパ ーGT 等 で 音 の ある モー ター スポ 

名 び 訪 れる こと を 楽し み に し て いま す 。( マ サト さん ) ツ 存 続 を 目指 し て いる と いう の は ぜひ 応援 し て い 

タ O 画 ス ー パ ーGT 開 幕 戦 で 再開 され まし た ね 。 きた いで す 。 (て し こう べ さ ん ) 

ア / 機 信 大 阪 万 博 公園 で 開催 され た レッ ドブ ルレ ー シ ン 画 人 間 の 本 能 を 呼び 覚ます の か 、 音 は 大 事 で すね 。 
グ の イベ ント は 最高 で し た 。 F1 マ シン の タイ ヤ 交 それ と 多少 関連 し た 企画 を 次 号 で は 準備 中 で す 。 
換 体験 会 が あっ た り 、 モ デル の マギ ー ち ゃ ん の ゲ 欠 ス ー パ ーGT 開 幕 戦 の 岡山 に 息子 と 行き だ し て 、 
スト 出演 も あっ て 。 生 マギ ー ち ゃ ん に も ん ぜ つ し は や 9 年 。 そ の 息子 も 来年 高校 を 卒業 。 い つま で 
7 こき (カツ ヒロ さん ) 一 緒 に 行け る の か …… 。 今年 も ふた り で 楽し ん で 
画 写 真 や 映像 と 現物 は 大 違い で す 。 きま す 。 人 と 違う 道 を 行け さん ) 


信 近 藤 監 督 が JRP の 会 長 に 就任 され まし た ね 。 ま 画 共 通 の 話題 が で き て 家族 観戦 は 楽し そう で す 。 
さ に お 客 様 を 楽し ませ る 芸能 界 を 生き て きた 方 な WEC で ずっ と 撤 軍 奮闘 し て いた ガ ズ ー レ ー シ ン 
の で 、 こ れ か ら の 日 本 の モー ター スポ ー ツ を どう グ に ライ バル が た くさ ん 現れ まし た 。 盛り 上 が る の 
広め られ る か が 楽し み で す 。( と ある び い ぃ と さん ) は 大 歓迎 で す が 、 ル ・ マ ン は ぜひ と も GR010 の 圧 
画 新 会 長 の 発信 力 に 期待 し ます ! 勝 が 見 た いで す ! が ん ば れ GR ! (ゆう こん さん ) 
スー パーGT の オン ボー ド 映 像 が 大 好き で 、GT-R 。 画 きっ と 王者 の 実力 を 見 せ て くれ る は ず 。 
と Z で あれ ば 画面 を 見 て いな く て も エン ジン 音 で From READERS へ メッ セー ジ あ り が と う ご ざ いま 
分 か り ま す 。 特に 2022 年 鈴鹿 の 松田 次 生 選 手 の オ し た 。 F1 も 国内 も 開幕 し た と 思っ た ら 怒 深 の 連戦 。 
ン ボ ー ド 映像 が 好き で 、 何 度 も 見 返し て いま す 。 シリ ー ズ の 流れ が 少し 見 えて きま し た 。 観 戦 の 感 
(杏子 さん ) 想 や 観戦 の 予定 、 ち ょ っ と し た 観戦 ソウ ハウ と か 、 
田 い ろ い ろ 苦 労 の あっ た ラウ ンド で す よ ね 。 マ ニ 応援 し て いる チー ム の こと や 、 問 題 提起 な ど モ ー 
アッ ク な チョ イス で す 。 ター スポ ー ツ に 少し で も 関係 し て いた ら 何 で も け 
@ 昨 年 の スー パーGT 第 2 戦 富士 か ら モ ー タ ー ス ポ っ こう な の で 掲載 前 提 の メッ セー ジ を 送っ て くだ 
ー ツ に ハマ リ ま し た 。 今年 は 推し の 3 号車 に は 絶 さい 。 プ レ ゼ ント 応募 に メッ セー ジ を 記入 し て い 


ぶた の ココ ち ニ 


題 
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Sm 


Lc 


内 


タテ ーSHd 党 


半 申 ( 馬 ) 加 


新型 トッ プ フ ォ ー ホ 対 チ ャ ン ピ オ ン に な っ て ほし い ! (えむ まま さん ) た だ いて も けっ こう で すし 、as-web(https://www. 
誌上 検 記 ス 、 ラ 5 | 画 危機 か ら の 復活 劇 で すね 。 as-web.jp) の お 問い 合わ せ フ ォ ー ム か ら も 受け 付 
太 @ 今 年 NSX が 最終 年 な の で シリ ー ズ チャ ン ピ オ ン 。 け ます 。 ト ッ プ ペー ジー 番 下 に ある 「 お 問い 合わ 

スー パー フォ ー ミ ニ を 期待 し て いる 。 (ケイ ジ さ ん ) せ ] を クリ ッ ク 、 項 目 と し て 「 オ ー ト スポ ー ツ 本 
ユン フ 較 ホ ンダ 陣営 全体 に その 気合 い を 感じ ます 。 誌 に つい て 」 を 選択 し て 、「 お 問い 合わ せ 内 容 」 へ 

SF23 の 解 や っ ぱり エン ジン が 好き で す 。 電動 カー の レー  「 メ ッ セ ー ジ 掲載 希望 」 と 冒頭 に 書い て くだ さい 。 
入 ス に な ら な いこ と を 祈り ます 。  ( ユ ヅ キ さ ん ) また 匿名 も し く は ペン ネー ム 希 望 の 場合 に は 、 そ 

@ も う 30 年 以上 モー ター スポ ー ツ ファ ン を 続け て の 旨 メ ッ セ ー ジ 文 未 に 書い て くだ さい 。 メ ッ セ ー 


いま す 。 モ ー タ ー ス ポー ツ は や っ ぱり 音 や ニオ イ ジ 採 用 の 方 に は オー トス ポー ツ 特 製 ス テッ カー を 
が 魅 力 で 、 電 気 自動 車 で は それ ら は 味わえ な いも 進呈 し ます 。 
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